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　圭要：文献

：第1部　チトール反応の生理的発現分布について

緒

　Cytol反応とは，敢室の大原（1949）1）の創案にな

る組織化学的方法で，その陽性物質：は，糖蛋白を主体

とせる，私共がCyto1物質と略称するものに相当す

る．而してその手技は』，McManus－Hotchkiss（1946，

48）2，3）の過沃度酸一Schiff液法と偶然にも略ヒ相等

しいが，両者は職時中各々無関係に見出されていたも

のである．

　言

　斯かる方法によ：つて検証さるべき物質の組織化学的

吟味は，門門長足の進歩を途げているが．私自身も

亦，本反応発見の当初よりその検討に当って来た．し

かるに検索の完成と共に，不幸私の研究室の火災に遭

い，すべての資料及び記録を失った．ために若干期を

逸せる感があるが，実験を改めて繰り返し，ここに報

告する．

1．チトール反応に関する吟味

　1．固定法

　ホルマリン，アルコール，アセトン，Kaiser氏昇

乗酷酸液，Zenker氏液，　Helly氏液，：Bouin氏液，

Carnoy氏液等3曹通のものは何れも使用し得るが，

結局研究に応じて取捨すべきである．私の企図せる，

糖原を除くCyto1物質一般の検索には，　Zenker氏液

が最適のようであった．

　2．酸化剤

　Cyto1反応の酸化剤として，　HNO2，　HNO3，　KMnO4，

：K2cr207，　crO3，　H202，　KJo4を種’々なる濃度，温度

及び時間において試みた処，：KJO4は唯独り極めて鮮

明特異なる呈色を生ぜしめ，他の追随を許さなかっ

た．KJO4酸化は，60。c　5！では組織の破損強く，22。c

2’では弱陽性部の及応が充分に現われない憂いがあ

るが略ヒ良好であり，22。C　16！では完壁である．な

お，酸化を受げない組織が軍純にフクシンに染著した

場合には，その色調は軍なる紅～赤の系統であるが，

Sch班の反応の結果現われた色調は、必らず紫のニュ
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アンスを有している点が特異である．斯かることは試

験管内においても認められ，Cyto1反応の孚U定上注意

すべき点である．又，Zenker氏液固定標本にて行う

沃度処理は，本反応に影響がないことも確かめた．

　3．McManns－H：otchkiss法との比較

　本研究の途上において，久しく杜絶せる外国丈献の

到着により，本反応と同一原理に基づく粘液の証明

法がMcManus（ユ946）2）により，次いでその変法が

Hotchkiss（1948）3）により多糖類証明法として発表さ

れ，これを用いた研究が漸く盛んになりつつあること

が判った．Cytd反応とHotchkiss法とを比較する

に，主たる相違は，後者においては，（1）水溶性の反

応物質が操作中に逃げ去ることを防ぐために，酸化よ

りSch縦氏試薬使用直前に至る全過程を，アルコP

ル溶液中にて行い得る如くしたこと．（2）酸化液に

由来するPeriodate或いはiodateが組織申に残留し，

Schiff氏試薬と反応して呈色するのを防ぐために，酸

化の次の過程において，Iedncing　rinse（acid　iodide－

thiosulfate　alcoholic　sulution）を挿入したこと．であ

るが，（1）に関しては，水溶性物質を研究目標より

除外すれぽ問題でなく，（2）に関しては，Hotchkiss

自身もアルコール或いは水中にて稽ヒ長く洗えば必ら

ずしもその必要がないと述べている．私の実験による

も，2～3回の水洗にて充分である．

　4．陽性物質の性格について

　大原1）によ’れぽ，Cyto1反応の原理は，その使用せ

る酸化剤HJO4の特殊な能力4）に帰せられる．即ち

HJO4は四酷酸鉛と難癖な機作で91貫目o1系列（：Keto・

aldehyd，　Diketonを含む．）を酸化し，所謂91ykol開

裂を定量的且つ円滑に行うものである．

　　　OH　OH
　　　l　l
　R－c－c－R’十HJO4
　　　1　1
　　　「1　　「2

　　　　　　　　　　0　　　　　0
　　　　　　　　　　11　　　　　11
　　　　　　→R－C十R！一C十HJO3十H．O
　　　　　　　　　　l　　　　【
　　　　　　　　　　r1　　　　　　　「2

　但しR，R／alky1基；r1，r2　H叉はOH

ここに生ぜる一CHO基は，所謂Schiff氏試薬によ

り呈色する．生体に即し，本反応陽性となる可検物

質は　Polyalkoholが主役であるから，　Mucoitin一，

Chondroitin一硫酸並びにGlycosid檬に蛋白に結合せ

る糖類であるべく，即ち先ず糖蛋白が圭役を占めるも

のと考えられるが，以上の他にも一CHOを出現せし

め得る未知有機質がないとは充分に断言出来ないか

ら，彼はその反応亜びに陽性物質を夫々Cyto1反応並

びにCyto1物質と名付けた．叉Hotchkissは彼等の

過沃度酸フクシン染色法の可検物質に関して，以下の

如く述べている3）．即ち家の条件のすべてを満足する

物質は何れも陽性成績を与える．（a）置換されない

型の“1，2－glyco1”群一CHoH－cHo一（或いはその水

酸基がamino基或いはalkヲlamino基で置換された

構造）或いはその酸化産物一C：HOH－COを含むこと，

（b）組織固定の過程申に溶け去らないこと．（c）そ

の酸化産物が溶け去らないこと，（d）反応の最後に

おいて明確な呈色を与えるだけ充分な濃度に，始めか

ら存在すること，である．Ribo一及びdesoxyribo核

酸の含水炭素成分及び蛋白のhアdroxyamhlo酸成分

（恐らくhydronylysineを除く）は，化学的に置換さ

れていて遊離のglycO1群がないので，陽性反応を与

えない．条件（a）を満足する既知物質で，合成なく

自然に存在するもの（軍及び多糖類，糖蛋白，muco

蛋白，phosphorylated　sugars，　inositol誘導体，　cere－

brosides）は，すべて炭水化物に属する．この申唯高

分子物質だけが普通の固定操作後組織標本中に残る．

尤もcerebrosides及びinositdを含む1ipidsは，水

性固定液では恐らく完全に除かれない，更に唯高分子

物質：だけ（多糖類，hyaluron酸，皿uco蛋白，　mucin）

が，眼に見えるだけの呈色を与え得る量に存在するよ

5に思える．結合する色素の量はglycol構造が実際

に存在する程度に関係するのであるが，これらの物質

は，他のものより遙かに高濃度に，そして遙かに溶け

難い形でglycol群を有しているのである．標本が過

沃度酸々化を受けない先に既にSch群盲試薬で呈色

する場合には3：Feulgen＆Voitによるアルコール抽

出を行って“：Plasmalogen”を除かねばならぬ5）．

　以上がHotchkissの所論であるが，なお彼が純輝

に分離された試料について試験管内に行った“Spot－

test”の成績を，参考のために次表に引用する．
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“SPot－test”の成績

　強陽性を示すもの

筋肉の糖原

肝臓　〃

ピアルロン酸

胃のムチン

隣帯の多糖類

Chitin

生の血清アルブミン

生のカゼイン

肺炎双球菌第3型の多糖類

フリードレンデル氏：B型菌の　〃

Algin

Lemon　pectin

アラビヤゴム

トラガカントゴム

グリセリソ

Serine

DihydrOxyaceton

Ribose

Arabinose

α一Glycerophosphate

M：annito1

酒石酸

グルコソ酸

　陰性のもの

洗った塞天

：Ribo一核酸

DesOxyribo一〃

Cellobiose

InositoI

林檎酸

Tvrocidine

　申陽性を示すもの

澱　粉

グルクロン酸

肺炎双球菌第1回目多糖類

肺炎双球菌第2型の多糖類

　弱陽性を示すもの

セルローズ

結晶の血清アルブミン

結晶の卵アルブミン

葡萄糖

Glucosamine

Glucose－1－phosphate

Galactose

ム圧altose

Sucrose

Xamthosine

Adenosine

筋肉のadenylic　acid

：Phlorizime

　過ヨード酸を破壊するもの

トリプトファン（褐色）

グルタチォン

アスコルビン酸

Catechole

II．猫（Fe翌is　domestica）の諸臓器における

　　　Cytol反応の発現分布について

　1．実験方法

　成熟猫5匠，クロロホルム麻醇死，Zenker痴愚（氷

酷加）固定，4μのパラフィン（以下パ）切片とし，

Cyto1反応は次の如く行った，即ち脱パ，除張後，切

片を酸化液（0・3％K∫0410容，2n－H2SO41容の混

液）に室呼数時闘浸し，5分闇宛3回水洗後，フクシ

ン亜硫酸液6）に暗所にて40～60分間侵し，直ちに亜硫

酸水6）にて充分に洗い，水洗，脱水，石炭酸キシロ・一

ル透徹を経て申子カナダバルサムにて封注した．糖原

を反応から完全に除くために，酸化前に必らず唾液消

化（37。C　1！）7）を行い，な：お参考として，該消化を行

わないもの，ヘマトキシリソ（以下Ham・）にて軽く

核染色を併せ行ったもの及び普通のHam・エオジン

（以下H・E・）染色標本は必ら

ず同時に作製し，更に必要に応

じて，Cyto1・エオジン（以下

Eos・）重染色（既述の色調の差

異を応用，胃，脳下垂体等），van

Gieson氏膠原染色，　Weigert氏

揮力線維染色，：Bielschowsky氏

格子朕線維染色，神経組織の各

種染色等も行った，

　2．実験域績8，9，10・11）

　唾液消化を行ったものとしか

らざるものとでは，肝細胞等特

殊なものを除き，殆んど差異を

詔めなかったが，以下の成績は

すべて消化を行ったものの所見

である．

　核はすべて陰性で，詳細に検

するも染色質（分裂期の染色体

を含む）や仁は陰性で，唯核液

に相当すると思える樹枝朕の微

弱陽性部を認める場合があるに

過ぎないので，一般に記載を省

略する，例えば粘液細胞陽性と

は，粘液細胞の核を除いた部分

が陽性の意である，

　陽性反応の強さは，その意義

に関する論は別として，一応眼

に映じた色調の濃淡に従って次

の段階に秀ち，記号を以つで記

載することとした．即ち，微弱

陽性（±，微かに呈色する程度，

陰陽の判定に迷う程度のものも含む．），弱陽性（十，

明確に陽性であるが色調の強くない場合），中陽性

（骨，色調がかなり強い場合），強陽性（柵，色調が非

常に論い場合），丁張陽桃（珊｝）とした．

　以下逐次各臓器につき記載するが，共通の組織に関

しては，屡々記載を省略した．

　心臓　筋原線維＋，個々筋線維闇の被膜様物

質i七心外膜では結合組織線維十十，その間に細

長紡錘形の結合織細胞核が散在し，それは殆ん

ど裸核か或いは僅かの什無構造の原形質を：有

す．心外膜では更に斯かる細胞と同様或いは梢

ζ多目に次の如き形態の細胞がある．即ち胞体
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は一般に太き紡錘形，時に楕円形，類円形或

いは細長紡錘形で，大きさ（数μ～10余μ）×（2

～数μ），略ヒ均等大の冊穎粒充満し，核は

H蕊m．染色では楕円形，時に類円形淡明，大き

さ（3～i数μ）×（2～3μ）で，Eos・染色では一一

般に原形質に愚亭構造を認めないが，類円形の

ものでは紅附せる多数穎粒を認める場合があ

る．普通の結合織細胞は胞体が極めて細長く線

維脚こ伸び核周囲は原形質に乏しいが，との細

胞は核周囲は原形質に富み胞体は細長くなNへ

形態的にはヒの細胞を縦に引き伸せば普通の結

合織細胞となる，一方後者にてもCyto1反応

にて時折顯粒構造様のものを認め，殊に消化管

においては，ヒれと前記細胞との間にあらゆる

形態上の移行型が認められた．斯くて私はヒの

細胞を，主として結合織細胞の一特殊状態と考

えるので，以下これをsFと略記する．心外膜

及び内膜の被覆細胞土・脂肪組織の毛細血管は

特に良く血液を保って：おり，その血漿は料～柵。

　大動賑　内皮細胞±；中膜では胃性四三茎色

なるも酸化を省きたる対照も同様であり，滑雫

筋線維士，結合織什～柵；外膜では膠原線維什，

結合織細胞柵（禰漫性，時に顯粒様），sF散在．

　舌粘膜被覆上皮細胞±，その細胞間隙（組

織液）升～柵，角化細胞一，粘膜固有層は，上

皮に接する部分は特に繊細なる線維網（基礎膜）

を構成し，ヒれより糸駄線維が上皮基底部に櫛

歯の如く密に喰い込み，両者共鵜粘膜下暦

は，卦膠原線維束より成るが，その紅紫色の色

調には濃淡のむらが比較的著明である．～これは

独りとの部に限らす，すべての臓器の膠原線維

束において認めらることである．結合織細胞柵

（穎粒様）．舌筋附着部では柵，細糸歌結合織線

維が，筋線維中へ櫛歯歌に密に喰い込んでいる．

粘膜固有麿及び階下暦には多数のsFあり，そ

の形態は既述と大同小異であるが，一般に梢ζ

大きく，紡錘形よりも多角形～類円形が多く，

屡々2箇時には4箇位も縦に蓮って存す．舌筋

（横紋筋）では，筋原線維＋（彊拡大では，Eos

染色にて見ると同様の濃淡を認む），個々筋線

維の結合織性被膜及び筋線維東間の結合織性隔

壁は共に什～柵，sFは問質結合織中に多数あ

り，その形態は既述と略ヒ同様なるも一般に大

で，長径20～30μ余に及ぶものがある・

　血管：舌にある多数の小塗壁脹及び毛細血管

に関しては，小動脈では内弾性膜微罪色（対照

に同じ），その外側及び殊に内側の緻密な結合

織柵，内皮細胞士，中膜の滑雫筋線維十，その

結合織性被膜枡，外膜の結合織線維什，とれに

結合織細胞及び若干のs：Fを混ず．小静脈は内

弾性膜を欠く他，略ζ上記同様．毛細血管及び

ヒれに近い最：小動静脈は，±の内皮と，その直

下に密接せる柵の結合織とより成る．

　紳経：周鞘，内鞘及び個々学歴線維の被膜は

粁～柵で，sFは時折存す．軸索一1髄鞘は士

で，縦断面では蜂窩扶，横断面では車輻状の構

造を示す，示巾経節細胞＋．

　食道　概ね舌に同’じ．

　胃　体部：被覆：上皮は，核より底部十，外方

冊（時に穎粒状）1体部腺では，骨細胞＋（禰野

性），壁細胞十（但し特に核の周辺に廿微細穎

聰歌～細網歌構造あり），副細胞柵（網ナ伏）3粘

膜固有暦では，結合織＋，散在する淋巴球様円

形細胞＋但し時折柵穎粒充満5粘膜下暦では，

膠原線維＋～骨，sF多数3粘膜西暦及び筋暦

では，滑平筋線維十，その結合織性被膜柵，結

合織性隔壁の稼厚いものでは時折sFがある．

噴門部：噴門腺細胞鼎（細穎粒状～細蜂窩歌）・

幽門部：幽門腺細胞柵（蜂窩散～糸田果頁粒〕冠犬）．

　腸（十二指腸，小腸及び大腸），被覆上皮

（エieberk廿h11氏小窩を含む）の円柱上皮細胞＋，

その小町柵，杯細胞内容柵（屡々蜂窩歌～穎粒

状）1粘膜固有暦では，結合織線維什，円形遊

離細胞＋～＋胃粘膜下向では，膠原線維什，円

形輩核或いは多核の遊離細胞什，sF存し，

：Brunner氏腺細胞柵（細蜂窩歌）3　Auerbach氏

紳経叢の四二細胞＋，淋巴濾胞の淋巴球＋．

　唾液腺ユ2）舌下腺：純粘液腺5臥房と潤管の

区別不明瞭で共に管朕を曝し，条紋部を欠き，

直ちに輸出管に降る。腺管上皮細胞柵（顯粒～
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小滴歌，時に蜂窩状，細胞表暦程濃密），但し

腺房相当部では＋ll吻質特に豊富，潤管相当部で

は乏いハ．輸出管上皮管腔＋．内には処々に蜘

蛛集様網状柵物質あり，これに淡い影の如く附

随して±物質が見られる．同一箇所のEos染

色では穎粒状物質の集団を認める．耳下腺：純

i漿液腺1腺房細胞壁～柵（一般に細蜂窩歌），潤

管上皮＋，条縁部は顎下腺に同じ。輸出管上皮

細胞＋，屡々その遊離縁に膨隆～突起ありて，

時には編れており，そこには冊物質が小斑点歌

に，或いは膨隆の底辺に滑って線歌に認められ

る．しかし細胞内部，核附近にも拙著粒を認め

る～二とがある．：導管内分泌物塊十～十十細蜂窩

歌，顎下腺：混合腺3所謂腺房を形成する細胞

り：大音昼分は）結早糸田万包で，柵糸岡用こ～糸田果頁粒月犬3牛

月を形成する漿液細胞什網状．条紋部上皮＋な

るも，その核より上部，殊に遊離縁附近には，

電灯に｛1懸田穎粒充満す1一方とれとは別個に，

細胞の底部及び中部に亘って，｛十1の繊細な縦の

線条が多数認められ，それは細胞底部において

特に太く著明であるが，屡々：叉細胞表面までも

達している．その瞼廓は鋸歯状で，時に吻合せ

るものもある。Eos染色との比較により，ヒの

線条は》この部の特徴たる小桿構造の間隙に相

当する一ものと考えられる．即ち緒方等12）の基底

室胞及び細胞内細管と理解せられる．輸出管上

皮は耳下腺に同じ．導管腔内の分泌物塊±～什

細網朕（Eos・染色では多くは顯四脚．

　肝臓及び胆嚢　肝細胞は室料に富み土崎華押

粒散在3毛細血管壁の格子線維に相当して±の

繊細な網状構造を認める．Kup｛fer氏星細胞十，

多くはその内に惜微細穎粒の集団を認める．胆

管上皮＋；胆管腔内には照準性粁物質が充満せ

る場合がある．胆嚢では，粘膜上皮＋，腔内に

は＋細螺粒1惜物が多量にある．

　膵臓　腺房細胞＋，所謂酵素原即興冊，細胞

聞分泌細管圭5：L・ngedユans麟1日胞±．輸出管

上皮細胞は±なるも，その核より腔側部には柵

顯粒が充満し，殊に遊離i縁附近程難しく，且つ

時々遊離縁が腔内に向って膨隆～突起歌を思し

ている．腔内には蜂窩歌粥物質を認める場合が

ある．小葉間にあるVater－Pacini葉男体の弾

歌被膜±～什，lnnenkolben丹．

　気管　円柱上皮一，但し繊毛部＋～i七盃細

胞内容柵．圃有暦±．気管腺上皮興野雨粒1伏．

硝子檬軟骨の基質什，軟骨細胞一～±・

　肺臓13）肺胞壁細胞±，但し時折柵細胞混在・

気管枝は，牽きV・ものは気管に略ζ等しいが，

盃細胞数は遙かに多V㍉町有暦には柑組織球性

細胞を時に認める．気管枝が小になるにつれ

て，盃細胞は再び減少し途に溝失する．絡末気

管枝では，上皮細胞中に朴～冊輝国粒を含み，

撃墜縁，殊にそとに膨隆～突起のある時はその

内に，特に密集してV・る．

　腎臓　Malpighi小体では，酔興体壁柵，

Bowman嚢腔内には十～什無定形の物質があ

る．細尿管上皮は一般に十で，主部では小門が

冊を呈し，集合管では屡々柵細穎粒を満してい

る．固有膜柵．毛細血管上戸。細尿管並びに毛

細血管の周囲の格子線維網に相当して，＋の極

めて繊細な線維構造を認める．

　膀胱　移行上皮＋，但し最表暦細胞の遊離縁

のみは赫・尊爵筋線維士，その結合織性被膜冊・

　睾丸及び副睾丸14・15）　1）迂曲細精管：固有

餅糊，精原細胞土，精母細胞＋，精子細胞＋

（但し前者よ瞬徹濃染）．細精管深側縁に屡々

断続して不規則に並ぶ総の如き（精子細胞と同

程度）の構造を認めるが，ヒのものはその他の

染色との比較により，Sertoli細胞の先端部，及

び精子細胞より精子に至る各種下学のものより

成ると考えられるが，Cyto1反応では：～貼れら相

互の境界は必ずしも判然としない．しかしその

腔薄衿端部で，比較的広範囲に亘り核の認めら

れない場合でもやはり，同程度に十を呈してい

る．精子は，腔内に遊離せる成熟型では，頭部

＋～±，尾部一，Sertoli細胞中に埋れて変形過

程にあるものでは，屡々その頭剣先端周縁部

（頭部帽）が濃淡（＋）している．SertoH細胞の

底部は，陽性度において精原細胞との差異を認

め難く，両者の境界も不鮮明である場合が多
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い．間細胞は室泡に富み＋蜂窩欺，白膜粁．2）

睾丸網：固有膜甘，上皮＋・3）睾丸輸出管：

上皮土，但し内に柵～朴穎粒を含み，殊に遊離

縁附近に多V・．繊毛±・管腔内物質塊も上記三

斜に富む．4）副睾丸管：（イ）頭部：國有田

什；上皮±，但しその遊離縁什，その長い繊毛

状突起は±なるも屡々甘已下の附着せる如き観

を呈す．管腔内精子群＋．（ロ）体部及び尾部：

上皮細胞は漸次丈が低くなり，長い繊毛状突起

は滑失して代って低い三角形の突起がその遊離

縁に連っている．Cyto1反応は，上皮細胞は一

般に十で，その三角形の突起は，全体が冊なる

か，或いは底辺のみ線歌に冊で他は・トである

が，何れの場合も突起と本来の細胞部分との境

界は劃然としている．管腔内精子即吟～冊．

　卵巣　Graaf濾胞では，　Theca　intの細胞±，

Theca　bxt．の線維替，濾胞上皮±～＋，濾胞液

柵～仔．梢ミ若い濾胞にて濾胞液の溜まる過程

を追求するに，先ず濾胞上皮に排列の髭粗なる

箇所が出来，その部の細胞聞に糸歌に柵～什物

質を認め，次いで上皮の排列が全階肝胆となる

につれて：．Cyto1物質が更に増加し，互に融合

して細胞間室隙中に蜘蛛皆様形態を即して存す

るようになり，途には大なる室隙中を満たす濾

胞液となる．Theca　lnt。と濾胞上皮との境界な

る所謂硲子膜甘．卵細胞では，原形質±，核一．

透明野営～什．原始濾胞にて卵の周囲にある未

分化上皮の被膜什．黄体細胞及び間細胞士～

一． ﾔ質結合織線維什・

　輸卵管，子宮及び膣　輸卵管の粘膜上皮細胞

±，繊毛＋；子宮及び膣の粘膜の被覆上皮及び

隙早歌腺管の上皮＋，ヒれらの腔内には柵～什

無定形物質がある．

　皮虜及び附属器　表皮：角化暦一，その他

士3眞皮：表皮の基礎膜＋，膠原線維±～＋，

附くまばらにs’Fありて柵1毛髪：結合織性毛

根鞘＋，結合織性硝子膜什～＋，外毛根鞘士，

内毛根鞘（Henle暦，　HuxIey暦）一～＋，

：Kutikulaは時に＋，毛幹皮質一～±，同髄質

一；皮脂腺細胞一3汗腺：腺細胞±，基礎膜

七Vater－Pacini葉状体：葉状被膜±，祠1経線

維の被膜＋．

　大脳友白質は全体として什で，陽性度の低

い白質に対し明確に区別される．錐体細胞ば什

であるが，その陽性度は周囲の友白質一般より

梢ぐ旧い．しかしこれを更に強拡大で詳しく見

ると，柵の細一粒歌物が＋～±の物質中に撒布

されているのを認める．白質は十で，Eos・染

色に見ると同様の，祠1経線維に一致せる構造を

認める．白質及び友白質に多数介在する小円形

輩核の細胞（ダリア細胞）には，核の周囲に柵

二二粒二物の撒布を認めることがある．軟脳膜

粁，脈絡膜上皮←．

　小脳　分子層什（大脳友白質と同程度）；

Purkinje細胞什（前者より梢と彊染），更に彊

拡大では柵細穎粒状物が＋～±物質中に撒布さ

れているのを認める．四隅暦では，顯粒細胞

一所謂エオジン四四．その他大脳と同様・

　脊髄　友白質，白質，祠1経節細胞，ダリア細

胞等，大脳に同じ，脳室上皮細胞朴・

　末梢祠｛経（坐骨祠軽），髄鞘は，横断面では

車軸状の，縦断面では弾歌の，＋の紋理を示

し，軸索一．祠経線維内鞘及び祠1経鞘什．

　眼球　網膜：1．色素上皮暦十十，2．桿状体錐

月犬体暦（a）勢門部では粥の短き紐歌のものが多

数並列している．（b）内節部＋，3．外限界膜

十，4．外顯粒暦＋，5．Hen　1　e線維年下，6，

外網織層＋，7．内顯粒暦＋，8．内網織暦＋，

9．祠1経節細胞十，10．祠li経線維層±・11・内

限界膜＋．脹絡膜：＋，仁平：掃，角膜：角膜

上皮細胞士，但しその細胞間境界はより明瞭な

陽性を呈し，その程度は，表層の濡物細胞部で

は柵を，その他の部分では＋を呈する．固有質

及びB・Wman膜＋～丹，　Desce・net層理内皮

細胞一．結膜：被覆上皮±，但し盃細胞鼎，細

胞間境界十．水晶体：水晶嚢子，水晶体上皮及

び水晶体線維±．

　甲欺腺　類膠質冊，濾胞上皮±．

　副甲歌腺　腺細胞士．

　副腎皮質細胞及び髄質の細胞共に十で，室
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隙に富む．

　脳下垂体　前葉：塩基嗜好細胞甘～珊穎粒を

多量に含み，主細胞及びエオジン嗜好細胞±．

中葉：濾胞檬間隙申の物質粥，間隙の壁を干す

上皮細胞±，聞質結合織料．後葉：祠1経膠組織

十十．

　胸腺　淋巴球様細胞（皮質細胞及び髄質細胞）

は±で，屡々十～冊微細穎粒を種々の量に含

む．皮質及び髄質における細網織細胞様細胞’も

亦±で，屡々＋～柵の微細穎粒或》・は小滴を種

々の量に含む．工種細胞共，陽性物質出現の程

度は，皮質より髄質に著しい．Hassal小体の

上皮細胞は±で，屡々枡微細穎粒を多数に含

む．結合織性梁及び血管周囲には屡々を認め
る．

　淋巴腺　被膜及び梁は＋～什で，屡々s：Fを

認める．淋巴球は，一般に±であるが，濾胞の

周辺；部のものに比し，胚中心，髄索及び淋巴貴

のものは色調が幾分彊いようである．叉時々

朴～柵融解粒を種々の程度に含み，時に滴歌を

賢し，或いは更に胞体に充満している場合もあ

る．斯かる著明なCytol物質の出現は，淋巴

球の大きさからいえば，梢ヒ大型のものに多い

傾向があり，場所的には，髄質殊に其処の淋巴

餐に最も頻度高く，次いで縁餐及び胚中心に多

v・．糸田糸岡線糸位＋～＋十．糸田糸岡糸田国包は，基本図勺には

＋であるが，非常に屡々什～柵罵倒を多量に含

み，時には滴歌を期し，更に細胞に充満してい

る場合も少なくない．斯かることは，場所的に

は，淋巴球の場合と同様，髄質殊に其処の淋巴

貴に最も多く，次いで大分程度が下って，縁貴

及び胚中心に見られる．一般に，Cyto1物質を

含む程度は，細網細胞の方が淋巴球よりも遙か

に多く，又両細胞学に，腸間膜淋巴腺において

は，他におけるよりも断然多く，淋巴腺内部で

は，殊に門部に近い淋巴寳に多V・傾向が見られ

る．

　脾臓被膜及び脾材では，滑雫筋線維（猫で

は豊富）一，線維聞物質料・淋巴濾胞では，細

網細胞及び淋巴球±，毛細血管壁什～柵，毛細

血管腔には屡々什～柵無構造物質を満たす．脾

髄（髄索及び脾餐）では，細網線維＋～砺細

網細胞＋～士，稀に柵顯粒を僅かに含む3淋巴

球士，しかし屡々＋～朴物質を種々の量に含

み，殊に脾貴において多い．赤血球一．動脈

（中心動脹，萸動脹，脾動脈）では，内膜（内皮

を除く）甘，滑準筋周囲の物質朴．

III．いしがめ（Clemmys　japonica）の諸臓器における

　　　　　Cytol反応の発現分布について

　1．実験方法

　材料：背甲の長さ14～5cmの雄；箇定：純アルコ

Pル；その他Iしに準ずる．

　2．実験成績8，11，16）

　記載要領は1【・に準ずる．

　心臓　筋線維一，筋線維～筋線維東間の被膜

様物質什，血液塊＋～柵．

　大動脈　内皮一1内皮直下の内膜，及び中膜

の線維間物三年1筋線維一．

　咽頭及び食道　被覆上皮：多数の盃細胞と少

数の繊毛上皮より成る．上皮細胞原形質±，盃

細胞内容替～冊，繊毛±（但し盃細胞内容と接

する：部分では骨～研に見える）粘膜固有暦：

＋～什・筋暦：筋線維一，線維間物質督．

　胃　粘膜被覆上皮冊；胃腺は，噴門部では認

めす，体部では腺細胞は一般に±で，唯その表

層部附近が＋～甘であるが，時々細胞全体に柵

を呈する細胞群が散在している．幽門部では腺

細胞は全体に柵である．

　腸（小腸及び大腸）被覆上皮細胞±，但しそ

の遊離縁（小町）柵～什，盃細胞内剛胆．大腸

粘膜固有暦の腺管の細胞±・

　排泄腔盲嚢　上皮は多列円柱上皮であるが，

その腔帯解はすべて盃細胞から成り粥，その他

の部は±であるが屡々｛斗細四時の少量を含んで

いる．粘膜固有層＋（上皮に接する部は梢ζ濃
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染）．

　肝臓及び胆嚢　肝細胞士～r肝実質の処々

に散在する多数の室隙申に，主として壁在性

に，褐色細穎粒を満たせる大小の細胞が認めら

れ，そのCyto】反応は什．胆嚢では，上皮は

概ね±なるも，その腔側の狡い部分は，帯歌に

冊十干粒を満たし，辺縁に至る程密である．上

皮の基礎膜冊．

　膵臓　腺房細胞士，阿房聞毛細血管壁＋～

什，：Langerhans島細胞士．大小の導管では，上

皮細胞は，底部の核の部分を除き柵細穎粒が充

満している．その基礎膜冊，周壁たる結合織＋＋．

気管　粘膜上皮は，原形質及び繊毛士，盃細胞

内再挙．粘膜固有暦並びに同承暦＋．軟骨で

は，基質甘，軟骨細胞±．

　肺臓　肺爆管：気管に準ず．気室壁（毛細血

管網）什～＋．　　　　　　』

　腎臓　糸馬体壁朴1細尿管上皮±であるが，

主部ではその腔側縁が＋，末梢部（潤管）では

車留に柵穎粒を可成り多量に認める．集合管上

皮では，核より単側に冊穎粒を多量に認め，屡

々腔内へ向い，十機翼より成る突起を出してお

り，3ぐ腔内には＋穎粒より成る無定形物質塊を

屡々認める．細尿管及び集合管の基礎膜什．

　膀胱　上皮は多言円柱上皮で，その腔側縁は

柵，その他は±であるが，屡々＋～什細穎粒の

少量を含み，時に前記恥部にまで蓮っている．

粘膜固有暦＋（上皮に接する部は梢ミ濃染）．滑

卒筋線維一，筋線維周囲の被膜様物質十．

　細面及び副睾丸　1）迂曲細精管：固有膜什，

精細胞及びSertoli細胞士，精子＋3聞細胞＋，

睾丸被膜甘．2）睾丸輸出管：上皮士，但しそ

の腔側縁には屡々十～甘穎粒がある．腔内の精

子＋，精子と混在せる無定形物質±．3）副睾

丸管＝上皮士，但しその腔側縁及び其処より出

る総献～室泡ナ伏突起中に十十穎粒を認める～：二とが

多い．腔内の精子十（1）2）におけるより幾分濃

染）．腔内処々，殊に上皮に接する附近では，

甘～粥均質性物質が精子と混在し，共処では精

子自身も粁～柵に見える．固有膜甘．なお，腎

臓及び副睾丸の境附近に，祠1経節及び末梢神経

が見られ，その棘経節細胞±，生経線維±，紳

経線維内鞘朴である．

　皮虜　上皮土，結合織甘，皮下脂肪織＋．

　筋肉（随意筋）筋線維一，筋線維間物蜘＋～

冊．

　脳　全体として士であるが，示申経節細胞は仔

～粥微細穎粒を含むものがある．脳室上皮細胞

は腔側縁±，その他一；脹絡膜上皮一・．

　眼球　網膜：1．色素上皮暦±，2．錐1構体暦

±，3．外限界膜＋，4．外片削暦±，5．外網

織麿十，6．内聞粒暦±，7．内網織暦十，8．

祠i経節細胞暦±，9．棘経線維暦十．脈絡膜：輩

膜（硝子様軟骨）：基質什～＋，軟骨細胞士．角

膜：角膜上皮細胞±，その細胞間境界±～什，

Bowma11膜什，固：有理十～朴，　Descemet膜冊，

内皮細胞一・水晶体：水晶嚢柵，水晶体線維一．

　甲乙腺濾胞上皮一，但しその腔側縁には＋

～什微細穎粒の密集を認める．濾胞内i類膠質枡．

　脳下垂体上皮細胞土．上皮細胞に囲まれて

散在性に見られる．Eos．にて類膠質様に紅題

する物質：塊什～柵．

　胸腺　淋巴球様細胞±1：Hassal小体の上皮

細胞士，屡々柵微：細穎粒を多数に含む．

脾臓　実質の細胞（細網細胞及び淋巴球）±

～＋，時折什微細顯粒を含む．動脈壁では，内

皮の外周及び：滑平筋周囲什～冊．被膜十・

IV．鯉（Cyprinus　carpis　Linne）の諸臓器における

　　　　　Cytol反応の発現分布について

　1．実験方法

　材料：体長25cm前後の雌2匹；固定：純アルコー

ル；その他1【・に準ずる．

2．実験成績8・11・16・17・18・19）

記載要領はII・に準ずる．

心臓及び大動脈　心筋線維士，その各々の外
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周の被膜様物質什，弾力線維束柵（HJO4酸化

を省きたる対照においても十に呈色5）），滑照

年線維一，内皮細胞一．

　胃腸上皮±，小畔冊，盃細胞内容柵3粘膜

固有層十1筋暦では，滑卒筋線維一，その各々

を囲嶢する被膜＋．

　肝臓，胆嚢及び膵臓　肝細胞±．胆管は，そ

の円柱上皮は士であるが，腔側縁附近には料微

細一粒が満ち，単側縁の原形質突起様のものは

土である．腔内には＋無定形物質塊がある．結

合織停滞＋．血管壁十・，血管内血漿±～十．血

管周囲の膵細胞即興．なお，肝細胞大柵の滴

で，時として小さい偏在性の核を辛うじて認め

しむるものが，肝実質中に散在性に，叉血管周

囲の膵細胞群臣に集団を干して混じている1胆

嚢では，上皮±なるも，その腔側縁は十～什微

細穎粒に満ち，共処の原形質突起檬のものは士

である．腔内には＋無定形物質塊がある．

　鰐　上皮細胞±，粘液細胞柵～甘，毛細血管

壁＋1支柱たる軟骨は，基質柵，軟骨細胞±，

軟骨膜什．

　腎臓硬骨魚類の腎臓は，発生学的に前腎の

残遺である頭腎と，中腎に相当する腹腎とを区

別するが，腎臓としての本来の構造並びに機能

を有するのは後者で，前者は後者より更に前

方，静脈洞の周辺に，’左右1対存する器官で，

その構造並びに機能に関しては，古来屡々論争

の的となったものである．8，11・16・17）

　頭町一種淋巴組織様構造を示している。即

ち，厚さ20μの連続切片及びそれと垂直の方向

における4μの切片を作製して，Cytol反応及

び：H．E．染色を施して観察するに，処々に大

き》・静脈の断面が見られ，その壁は，阿るもの

では通例の如く内皮細胞の外側に線維性の厚V・

壁を有するが，出るものでは内皮細胞の外側に

は殆んど認むべき程の線維性壁を認めす，その

代りに一種特有の細胞群の冠を被っている．そ

の細胞群は，膵細胞とは形態学的に明らかに別

個のもので，互に：梢ζ雑粗に：連絡した星朕の細

胞で，核は円形でクロマチン質に乏しく，普通

1個の明瞭な仁を有する．長い縦断面を示す静

脈では，後者の壁から前者の壁へ移行している

のを見る場合もある．静脈の髄腔は広さが一様

でなく，屡々膨大部と総れとを認める．静脈腔

内には，多数の赤血球並びに少数の白血球（主

として淋巴球）及び若干の血漿を認める．Cyto1

反応に関しては，血管内皮細胞及び静脈周囲の

特殊細胞は共に±，血漿土～＋，赤血球一，淋

巴球は±の胞体申に冊の細々粒を種々の量に含

んでいる．動脈は，多くは静脹に件って，口径

の小さいものが少数に見られる．と．れらの血管

の間を，所謂淋巴様組織が満たしているのであ

るが，其処には，詳細に観ると，早歌に互に連

絡した無数の貴様脈管が分布し，その壁は，普

通1個の明瞭な仁を有してクロマチン質に乏し

い円形の核を有し，扁亭な，内皮細胞様細胞で

覆われ，内腔は広狭様々で，多数の膨大部と縦

れとを有している．又時々，との貴様脈管が，

前記静脈と，その壁を貫いて直接連絡している

のが確認される．ヒの脈管壁の内皮様細胞の

Cytol反応は±である．さて～これら脹管網の間

に充満した実質細胞とも称すべき細胞は，淋巴

球に類似したクロマチン質に富む核を：有する小

円形の細胞で，そのCytol反応は，±の胞体

中に柵細穎粒を種々の量に有し，屡々細胞体に

充満して，その場合には核は偏在して梢ζ手工

に見える．更に著しい場合には，穎粒は融合し

て，細胞体そのものが珊の滴駅に見え，その大

きさも小さい場合の数倍にまで達し，途に核は

見えなくなる．斯かる極端に多量のCyto1物質

を含むものは，多くは群在し，殊に前記餐様脈

管の膨大部に入っている場合が屡々である．な

蔚，これら実質細胞のCytol物質含有量は，：解

剖例により可成りの差異があった．餐様脈管の

腔内には，普通，種々の程度にCytol顯粒を含

む前記小円形の実質細胞が散在性に入っている

が，叉殆んど降給に見える場合もある．しかし

特筆すべきは，時’々その膨大部に柵無構造の物

質が充満している～二とであり，博戯には細胞

を全く認めない．H．　E．染色では，これらの
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Cyto1物質は好酸性を示すが，小円形の実質細

胞の穎粒は，色調が淡いために，その存在を発

見出来ない．

　腹腎　二二体，細尿管及び導管が見られ，そ

の間を淋巴様組織が満たしている．Cytol反応

は，糸毬体壁±～＋，細尿管主部の上皮±，但

しその刷毛縁甘～柵，細尿管中間部の上皮±1

導管の上皮は，細胞底部は±であるが，上部に

ゆくに従い什～柵を呈し，その間に，内容が脱

出してその跡が室泡歌を呈する細胞が非常に多

く，叉導管腔内には，骨～柵の網駅物質が屡々

認められる．以上の細管構造の間を満たしてい

る淋巴様組織では，輩核の小円形細胞が，頭字

におけると同様，珊細穎粒を種々の量に含んで

いる．叉餐様且且の膨大部と思えるもので，珊

無構造の物質を充満したものを，頭腎同様屡々

認める．しかし乍ら，彼の特殊細胞群の冠を被

った静脈は：認められなかった．

　卵巣　卵細胞は，発育階梯の低いものでは，

濾胞上皮直下に薄い＋の暦を認め，ヒの暦は発

育の進むにつれて什～冊と次第に陽性度を増

す．細胞質±，胚胞一．発育階梯の最も進んだ

ものでは，濾胞上皮一，その直下の薄膜（卵黄

膜）柵，その下の卵黄なき梢ヒ厚き暦（皮暦）

±，卵黄±1卵黄顯粒は±～十で，その周縁に

唐歌或いは三日月形に＋～甘を呈する部分があ

る．胚胞一．

　皮膚　鱗及び筋肉（横紋筋），鱗＋（但し最：表

罫部昔～柵），皮膚十1筋線維±，その周囲の

結合織性薄膜＋L

　脳　全体として七紳経節細胞は昌～柵微細

穎粒を種々の量に含む．

　眼球　網膜：色素上皮暦より桿歌体，錐状体

意外節：部に亘って，褐色色素穎粒の間に，多数

の，横に並んだ柵の短き謡歌の構造が認めら

れ，その塗るものは，桿歌体及び錐飯前の内節

と接続してV・て，その外節に他ならなV・ように

見える場合がある．その横断面は輪1伏である．

色素上庚層の脹絡膜に接する附近は±である．

その他，外穎粒暦＋，外網織暦什，内顯粒暦，＋

内網織暦＋3示申経節細胞暦では岬町節細胞什．

認識膜：基礎膜柵．輩出：軟骨は，基質＋，軟

骨細胞±；結合織＋．

脾臓　実質細胞は±で，甘～冊微：細穎粒を種

々の量に含み，時に細胞全体が柵心酔で満ちて

いる．更に，これら細胞の約2倍大の柵の滴

で，時として小なる核が偏在して辛うじて認め

られる如きものが，散在性に，しかし叉屡々小

集団を煙して存する．血管周囲の膵細胞群は±

であるが，その間に屡々，上記柵滴の小集団が

見られる．脾甕中の赤血球一・

　〔附〕鮒（Carassins　auratus）の網膜及び睾丸

　　　における，Cytol反応の発現分布につ

　　　V・て．

　実験方法　　鯉に略ぐ同じ．

　網膜　1．色素上皮暦：褐色汝素より外方（上皮細

胞の底部）に冊細穎粒：を満す．2．桿朕体錐i状体暦

（a）外節部内，（b）内節部±，3．外穎粒層±，4．

外網織二二，5．内穎粒層±，6．内細織層土，7。

門経節細胞層十・

　畢丸精子細胞什，その他の精細胞十，

V．全般的考察

　動物体におけるCyto1物質の分布を系統的に検索

せる硫究は，唯C・P・：Leblond（工950）20）の，成熟

白鼠における過沃度酸反応性含水炭素の分布に関する

報告があるのみである．彼はOrth液固定，パ切片

に，Hotchkissの方法3）を用いて検：索したのである

が，私は彼とは無関係に，大原の方法1）により，猫，

いしがめ及び鯉の諸臓器におけるCytol物質の分布を

系統的に調べて，前述の成績を得たのである．今両者

の成績を比較するに，凡そ一致しているのであるが，

若干の椙遽点，殊に私によ：る新知見もあるので，これ

らの点を申心に，多少の考察を試みたい・なお，Cyto1

物質の如き広範囲に亘るものを対象とする以上，研究

方法の異なるに従い，所見に多少の相違を生ずること

は，寧ろ当然とすべきであろう．

原形質及び核卵細胞を始めとし，細胞の原形質そ

のものは，一般に±～一で，明瞭なる陽性反応は，強
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拡大下では，その包含物に限られているようである．

この点はLeblondと合致している．抑，原形質の圭

体たる蛋白質の反応性に関しては，Glykol開平反応

の力唱者たるCriegeeは，㏄一91ykolの一〇H基が

一NH一基で置換されたものも同筆に開卜するという

が，上尾によれば斯かる実例は未だ見受けられぬとい

う4）．叉H：otchldssの行ったspot－testの成績で

は，生の1血清アルブミン，生のカゼインは強陽性であ

るが，結晶の血清アルブミン及び結晶の卵アルブミン

は弱陽性であった・彼によれば，蛋白の11ydroxyamino

酸成分は，化学的に置換されていて遊離の91yco1群

がないので，陽性反応を与えないとい弓．3）Leblond

は，蛋自質に基づく陽性反応が滞るとしても，それは

polypeptide連判の末端における反応性amino酸の存

在に基づくものであろうから，極めて弱いものである

筈であるとい弓，斯くの如く，蛋白質，従って原形質

そのものは，殆んど陽性反応を示さないものと考えて

よいようである．核に関しては，核液に相当すると思

える部分に僅微の反応を認める場合がある他，すべて

陰性であり，：Leblondも亦，核は陰性と見徹している

が，このことは，核蛋白の含水炭素成分は，化学的に

置換されていて遊離の91yco1群がないことを物語る

ものである．

　結合織　核合織は何処においても必らず陽性反応を

示している．さて，結合織の構成分としては，細胞成

分として，線維芽細胞，細網細胞，肥腓細胞，組織球

性細胞等があり，線維成分として，膠原線維，細網線

維，弾力線維等があり，細胞間物質として，組織液及

び所謂細胞間基質がある．この中，組織液は，血漿と

深い関係にあるものである・血管内の血漿は，：Lebloud

によれば，弱反応を呈するといい，一方私の実験で

は，娚合により激しい変動はあるが，冊～十を呈し，

殊に脂肪組織の細血管においては，血漿の固定に適し

ているためか，當に柵を呈している．四重騒扁牛上皮

の細胞間隙は，固定された組織液の観察に好都合と思

われるが，私の実験では，料～耕である．斯かる組織

液が結合織申に一般に隈なく浸透している筈であるか

ら，後者の陽性反応は或る程度前者にも貢う所ありと

せねばならぬ．しかし翻って，血漿や組織液の，この

強い陽性反応が何に由来するかを考えるに，結局不明

という他はない．E・M・Greenspan　et　al（1952）21）

によれば，正常ヒト血清中のmucoprQteinの季均値

は57．6mg／d1，多糖類のそれは9・4mg／d1で，夫々

固形物の1％，0・2％にも満たぬ少量であって，これ

のみが陽性反応の原因であるとは思えない．一一方

Hotchkiss　によれば：，生の血清アルブミンは　spot－

testにて強陽性を示すというが，これは血漿の固形

物の牛分を占めるものであるから，この事実と血漿の

陽性反応とは密接な関係にあるものと思われるが，そ

れ以上のことはやはり曙黒に包まれている．細胞聞基

質は，今日の見解によれば，化学的には一種の糖蛋白

質で3その糖成分はhyaluron酸及びchondroitin硫

酸なる高分子の酸性多糖類であるから，22・23・21）Cyto1

反応は弧い陽性を示す筈である．これに関連しては，

Gersh＆Catchpole（1949）25）の詳細な研究があるが，

私の実験においても，例えば，動脈の内膜や，申膜の

線維間物質は，著明なる陽性を示しており，その他こ

の基質は，結合織の線維成分と密接に結びついて至る

処に分布し，結合織の陽性反応に最も大きな役割を果

しているように思われる．膠原線維は，その圭成分

は，勿論膠原と名付ける，アルブミノイドに属する

一種の線維賦蛋白質であるが，その形成に関する最近

の学説24，25）によれば，線維芽細胞よりその前階程物

（恐らくは線維朕ならざる蛋白質）が分泌され，それよ

り先ず嗜銀性の細網細線維が作られ，これが集って束

を形成し。同時にその過程中に嗜銀性を失い，膠原線

維となるが，その際，膠原の沈澱剤として，或いはそ

の先ず沈着すべき支柱として，或いはセメント物質と

して，基質のムコ多糖類が重要な役割を果していると

い弓．従って3膠原線維及び細網線維の反応も3実は

主としてこのムコ多糖類に基づくものと考えられる．

実際の組織化学的所見は，Lebloudによれば，膠原線

維は弱～申陽性，細網線維は強陽性となっているが，

私の実験でて，膠原線維料～十，細網線維は，肝臓で

は±：，腎臓では十，淋巴腺では料～十で，一一般に細網

線維は膠原線維よりも反応が弱い．なお膠原線維の反

応に，四々見掛上，濃淡のむらの著しいことは3これ

と密接に結びついて陽性反応に貢献している基質の糖

蛋白質が，固定に際して分布にむらを生ずるであろう

ことからi理解される．暉力線維の主成分は，Elastin

と名付ける蛋白質であるが，これが詳細なる組成は不

明である．私の実験によれぽ，動脈の彊性膜：及び弼力

線維は，Zenker固定では，　Cyto1反応によっても，叉

これより酸化過程を省いても，同国に的野色を呈する

が3ホルマリン固定では，共に呈色しない．剛胆の心

臓及び大動賑（アルコール固定）では，Weigertの蝿

力線維染色にて特異的に染まる部位が，Cyto1反応で

は辮を，これより酸化過程を省いた場合には十を呈し
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ている．斯くの如く，一般に弾力線維はCytol物質

を含まないが，或いはFeulgenの説の如く5），昇張

或いは酸の作用により，一CHO基を遊離する際の，

Feu】genの所謂Plaslna】ogenに相当ずる物質がある

かも知れない．細胞成分の中，結合織細胞は普通丁丁

性に甘であるが，時に柵で一部穎粒構造らしきものを

認めることがある．しかもこれとsFの或るものとの

聞には，形態的移行が認められる．即ち両者は実は同

一種の細胞で，形態的特徴から見て，前者は線維芽細

胞の成熟型或いは休止型であり，後者は幼弱型或いは

活動型と考えられる・而して，後者では著明なるCyto1

反応を呈し，しかもそれが穎二二に現われるが3前者

に至ると反応が減弱し，穎粒も不明瞭となっている．

然らば，このCyto1物質の本態或いは意義如何という

に，結局はなお想像の雲に蔽われているのであるが，

今日の多くの学者は，結合織の基質の成分も膠原の成

分も共に線維芽細胞で作られると考えており22・24・26），

Gersh＆Catschpole（1949）25）1ま前記穎粒を二って，

基質たる糖蛋白質或いはその二階程物と考えている．

私も亦この説に賛成するものであるが，これに関して

は，後程更に研究を進めたい・なおsFの一部のもの，

例えば舌の粘膜下面において多数蓮なって認められた

ものの如きは，組織球性細胞であり，そのCytol物

質穎粒は恐らくは被貧三物であろう．sFのCyto1物

質二三は，猫，廿日鼠，二二の皮下結合織の伸展標本

においても認められるが，猫が最も鮮明のようであ

る．固定液は，Zenker液，アルコール，ホルマリン

の中，Zenker液が最良好で，アルコールがこれにi欠

ぐよ5である．なお或る二二め皮下結合織の伸展標本

（Zenker液固定）において，前述のsFの他，組織球

檬細胞中に柵の大なる滴を含むのに屡々遭遇した．細

網細胞には，淋巴腺，脾臓，胸腺等において，微細穎

粒朕の陽幌反応が種々の程度に現われており，恐らく

は丁丁三物であろうが，これに関しては後に再三す

る．肥脾細胞に関しては，そのHeparin穎粒は一種

の多糖類であるから，陽性を示す筈であり，且つ

Leblondは強陽性反応を詔めている．私も，皮膚のパ

切片亜びに凍結切片において，トルイヂン青染色によ

りMetachromasiaを呈する多数の肥絆細胞穎粒に相

当して，Cyto1反応昔を呈することを詔めた．しかし

組織内に下学細胞の出現の少なき場合，この細胞と，

組織球性細胞や線維芽細胞の或るものとの鑑別が，軍

なるCytol反応標本のみからは屡々困難であり，上述

にs：Fとして一括記載せる細胞の中には，一部，肥脾

細胞と見徹し得るものも，若干混在する可能性があ

る．さて，結合織は動物体の至る処に見出されるが，

そめ構成はその場所により勿論かなり異なっている．

従って，その陽性反応にも色々の程度がある．叉陽性

反応に対して最も大きな役割をなしていると思える基

質及び組織液は，何れも完全なる固定は比較的困難で

あろうから，同一箇所にても，反応に多少のむらを生

ずることのあるのは，寧ろ当然であろう．又結合織と

他の組織（上皮，内皮，筋肉等）との境界部，即ち各種

臓器における上皮の基礎膜，毛髪における結合織性毛

根鞘及び同硝子膜，卵集濾胞におけるTheca　externa，

硝子膜及び透明帯，角膜におけるDescemet二二及び

：Bowman温品，水晶嚢，血管内皮下の結合織，筋線維

の附着部，筋線維，弾力線維及び末梢神経線維の周囲

の結合織等では，特に反応が強いが，これは基質たる

糖蛋白質の豊富なることによるものであろう．而して

このことは，附着及び物質交流の面機能に特に適して

いるように思われる．何となれば，基質たる糖蛋白質：

は，その高度の重合性のために，一種のゼリーようの

粘度を備えており，親水性であるために水分や電解質

を良く貯え，叉認る程度depolymerizeされると，多

数の遊離基の出現により，多種物質との結合性の増大

が考慮されるからである，更に上記の申，角膜及び水

晶体に属するものは，組織の均質化即ち透明というこ

とも関係があるかも知れない．なお，二二系統におげ

る結合織ともいうべき禰経膠組織が什を呈し，線維芽

細胞に相当すべき心経膠細胞が屡々品品粒を含むこと

は，殊に後者は私の始めて指摘する処であるが，極め

て興味深いことである．

　軟骨　1・eblondによれば，基質も細胞も強陽性を呈

するが，唾液消化により糖原を除くと，細胞は陰性，

基質は極めて淡話するに至るといい，Meyer＆Odier

（1946）によれば，chondroitin硫酸のglyco1基は置

換されて，過沃度酸により非常に濃い反応しか与えな

いという20），しかし私の実験では，唾液消化後におい

ては，細胞では珊穎粒が消失して±，基質は陽性度が

相当に減弱するがなお十トの程度に反応し，而も濃淡の

むらが認められることがある．このことは，軟骨にお

けるchondroitin硫酸の濃度の高いことによるもの

か，glycol基の置換が不安定で容易に元に戻るため

か，或いは基質中の糖原が唾液消化を完全に受け難い

朕態にあるためか，何れとも決し難い．

　筋肉　心筋，横紋筋，滑平筋共に陽性度低く，而も

略ζこの順序にて低くなっている，これらの筋線維を
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囲賊する，van　Gieson氏染色にて赤染する，被膜檬

物質は粁～柵である，

　上皮組織　上皮は，その主たる機能により，（A）界

面を被覆するもの，（：B）分泌或いは吸器を寧ろもの，

に大別される．（A）に属するものは，一般に反応は極

めて弱いか或いは陰性である．即ち重層扁牢上皮，血

管内皮，気管の一般の上皮細胞等がこれである．しか

し叉屡’々，上皮の遊離縁に特にCytol物質の多い場

合がある．これは何か特別の理由があることと想像さ

れる．例えば，胃，胆嚢及び膀胱の被覆上皮は，その

遊離縁がCytol物質性分泌分で占められている．叉

腸の被覆上皮及び腎臓細尿管主部の上皮（本来（B）に

属するが）の，小耳縁はCyto1物質に富んでいる．

これらは何れも化学的刺戟の特に狂い界面であり，就

中後2者は，斯かる環境下に，更に撰択的国酒或いは

分泌を激しく経ろ必要に迫られている．即ちCyto1物

質は，化学的刺戟に対する防禦作用とも3何らかの関

係があるのではなかちうか，次に，（B）に属するも

の，殊に分泌を圭任務とするものの申には，殆んど陰

性か或いは極めて微細な反応を呈するものもあるが，

叉一方，屡々（恐らく分泌物に一・致して）強い反応を

呈する1群もある．前者には汗腺，皮脂腺，副腎，睾

丸，聞細胞，黄体細胞，脳下垂体の主細胞及びエオジ

ン嗜好細胞，腎臓細尿管，肝細胞等が属し，後者には

唾液腺，胃腺，腸の粘膜下層の腺，粘液細胞（腸，気

管，結膜，鯉等），膵臓，甲朕腺，脳下垂体の塩基嗜

好細胞，卵巣の濾胞上皮，外分泌腺の導管の一部の上

皮細胞等が挙げられる．

　胃　従来，体部腺の圭細胞はペプシノデソを，壁細

胞は塩酸を，副細胞は粘液檬物質を分泌するといわれ

ているが9），これらの細胞が示したCytol反応は，夫

汝の物質の分泌に関係のあるものであろう．：Leblond

も，副細胞以外には，著明な反応を詔めていない．

　唾液腺　腺房細胞の分泌願望は，粘液細胞では全体

に染まるが，漿液細胞では穎粒の表層のみ染まる傾向

があることは，：Leblondが述べた通りである．輸出管

に関しては，：Leblondはあまり触れていないが，舌下

腺の軸出管腔の内容が，同一固定にも拘わず，Cyto1

反応にては網朕に，E‘）s・染色では穎粒状に染まること

は，所謂純粘液腺といえども，全く粘液のみを分泌す

るものではなく，それ以外の物質をも多少伴っている

ことを示している．条：紋部に関しては，顎下腺及び耳

下腺において，その上皮細胞の核より上部に，最強陽

性の分泌穎粒が多数認められる．緒方等（1946）12）に

よると，耳下腺の条紋部には，交感神経刺戟による

も，副交感神経刺戟によるも，殆んど分泌像を認めな

いというが，私の例では，顎下腺よりは稽ζ劣るが，

やはり相当に認められる．更に，緒方一派（1946）12）

が，色素の雪叩試験により発見した基底室胞及び細胞

内細管に一致して，腺房におけると同檬の強陽性反応

を認めたことは，「この部を通して唾液の一・部がその

まま再吸牧されて血中に入る」という彼等の回読を，

現実に証明したものと下弓．

　膵臓　腺房細胞の所謂酵素原町粒については，

Lebloudは，それが全然染まらないことを特に強調し

ているが，私の所見によれば，柵の見事な半平として

認められる．猫のみならず，什日鼠，海狽，ヒトにお

いても，叉Zenker液固定の他，軍なるホルマリン固

定にても凹められた．勿論，過沃度凹々化を行わない

対照標本では，染まらなかった．しかし，いしがめ及

び鯉では，斯かる陽性穎粒：は認めなかった．

　甲状腺　いしがめの例において，濾胞上皮の腔側縁

に陽性穎粒の密集を認めたのは，類膠質の分泌像と解

せられる．この点：Leblondも同意見である，

　脳下垂体　前葉における3種の細胞，色素，嫌忌性

細胞（主細胞），エオジン嗜好細胞（α細胞），塩基嗜

好細胞（β細胞）の本態に関しては，従来一元説，コ

元説等種々の説が行われているが，大勢は二元説に傾

いている，例えば，Severinghaus（1932）’は3α糸田胞

とβ細胞とは形態的にも機械的にも全く別個のもの

で，主細胞は前両細胞の休止形であり，従って，圭細

胞にはα細胞と同形のGolgi体を持つものと，β細胞

と同形のGolgi体を持つものとがあることを示してい

る．又生理学的実験と関連して，β細胞は生殖腺刺戟

ホルモンと，α細胞は生長ホルモンと密接な関係を持

つものと考えられている27）．一方，Chow，　Evans，

Fraenke1－Courat等によれば，前葉分泌物の生殖腺刺

戟分劃は糖蛋白質であり，成長ホルモン二階は殆んど

糖を含まないというが，A・G・：E・：Pearse（1948）に

よれば，McManus－Feulgen法により，β細胞の穎粒

は染まり，α細胞は染まらなかった．従って：Pearse

は，β細胞の分泌物は生殖腺刺戟ホルモンであると結

論している28）．これと同様な染色方法により，Catch－

pole（1947）は陽性に染まるのはβ細胞であるといい，

Mc　Manus（1948）はα細胞があると信じ，：Leblond

は細胞の大きさ及びgolgi帯の形からβ細胞であると

いっている20）・私は，相蓮紛せる切片において，Ham・

Eos・染色，　Cyto1反応，　Cytol反応Ham・重染色，
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Cytol反応H鼓m・Eos・三重染色を施して，これらに

つき細胞の分布，形態，色調等を比較検：堅して，β細

胞の穎粒は著明なる陽性を呈し，α細胞及び主細胞は

微弱陽性を呈することを確かめた．

　外分泌腺の導管におけるアポクリン分泌像　外分泌

腺の導管の上皮細胞が，屡・々アポクリン分泌をなすこ

とは，既に知られているが，倉田。島尾（昭25）29）は，

腎臓の乳頭管一集合管の上皮におけるアポクリン分泌

像を見出し，その際Cytol反応では，細胞の腔側に

陽性穎粒が存在するが，突起中には稀に弱陽性のもの

がある程度に過ぎないことを報じ，併せて，終末気管

枝のアポクリン分泌突起が強陽性を呈した例があるこ

とを述べた．しかるに私の実験においても，導管のア

ポクリン分泌物に屡々憎憎反応を見出した．例えば，

猫の耳下腺及び顎下腺の輸出管の上皮細胞において明

瞭なるアポクリン分泌像を認め，その分泌物が冊物質

を含むことを認めな．猫の膵臓の貸出管の上皮及び終

末気管枝の上皮細胞，及びいしがめの腎臓の集合管の

上皮に見出したCyto1物質平門も，アポクリン分泌

らしい像を呈している．猫の胆管の上皮及び腎臓の集

合管の上皮，及びいしがめの膵臓の輪出管の上皮の

Cyto1物質も，恐らくはアポクリン分泌物に相当する

ものであろう．叉私は，猫の副睾丸管の上皮が，

Heidenhain及びW，Werner　30）の所謂Pars　secretoria

の定型的像を示し，Cytol反応ではその所に強陽性反

応が現われることを見出し，更にいしがめにおいても

略ヒ同檬の所見を得た．私は：又，猫の副睾丸管の上皮

及び耳下腺の軸出管の上皮において，Heidenhain及

びWerner　30）の所謂Grenzmembran　I【．　Ordnung

を思わせる如き像を，Cyto1反応によって認めること

が出来た．以上に関しては，Leb10ndの全く触れてい

ない処である．

　思弁　：Leblondは，副睾丸管の固定織毛は上皮と同

様の弱反応を呈し，輸精管のそれは上皮に比し一層強

く染まって，好対照をなしており，甲骨卵管の織毛は

屡々染まつているというが，気管，その他のものにつ

いては全然触れていない．しかし，Heidenhain及び

Werner（ユ923）30）及びE．：Pfei仔er（1928）14）によれ

ば，副睾丸管の固定織…毛は，細胞の附属物ではなく，

所謂Pa「s　secretoriaの細胞内にある原形質構造で，

Adeno6brillenと名付けられ，普通の織毛とは全く別

個のものである．而してPars　secretoriaには，私に

よれば強陽性反応が見られ，而もその反応は副睾丸の

末梢へ行く程強い傾向があるから，これを以て彼は固

定織毛の強さと制聴したのであるが，実はそれは分泌

物の反応と見倣すべきである．さて，猫においては，

睾丸輪出管の羽毛輪回，卵管の織毛十（：Leblondによ

れば，屡’々陽性），気管の野毛上皮の解毛部は十～什

であり，いしがめにおいては，気管の織毛は±であ

り，咽頭部の織毛は±なるも盃細胞の内容と接する部

分では刊・～耕に見えた，斯くの如く，織…毛の反応は区

々であるが，これら下毛上皮のある所は何れも粘特等

のCyto1反応性分泌物に富んでいるのであるから，

織毛の反応と見えるのは，果して織毛そのものの反応

であるか，或いは実はそれに附着した分泌物の反応に

過ぎないのであるか，詳らかにしないが，恐らくは後

者が事実であろ弓．

　畢丸　迂曲細精管における所見は，既に家兎（中井，

未発表）31）や白騒（：Leblond）において極めて詳細な

る報告がなされているが，私の成績もこれらの報告と

矛盾しないものがある，しかし精子細胞のGo19三帯に

おける濃淡穎粒の出現が不定であって，この部の精子

頭部帽への変形過程は，充分に追求することが出来な

かった，しかし海狽においては，これが極めて定型的

に見られ，丁丁等と全く同一・の所見を得たことを附記

しておく，

　卵巣　多数の見解によれば，濾胞液及び透明帯は濾

胞上皮に由来するものとされており，11），ヌ，V・Palla

（1950）32）は，生化学的並びに組織化学的研究により，

正常並びに病的濾胞申にはPsendomucinがあること

を証明し，それは濾胞内の激しい新陳代謝に基づく多

糖類の混合体と見学なれ，heparin檬の化学的曲びに

生物学的性質を有し，濾胞上皮により産られると考え

ている．濾胞上皮及び濾胞液に関する私の所見は，こ

れらの説に合致するものと思う．なおLeblondは，

卵集に関しては極く簡軍に触れているに過ぎないが，

濾胞液の反応を，私とは異なり，弱陽性としているの

は，固定の相異によるものであろうか，

　神経組織　概ね：Leblondの所見と同檬であるが，

私の所見によれば，小脳の特配暦の濃染は所謂エオジ

ン体によるものである．叉ダリア細胞の陽性穎粒につ

いては，私が今度始めて指摘した処である．

　眼球：Leblondはこの器官の検索は行っていない

が，ここにはかなりの陽性反応が見られる．特に，猫

及び鯉の色素上皮層及び桿航体錐朕体層顛倒部に強い

陽性反応が見られることは，岬町素との関連において

興味ある点である，鮒の例において，この陽性厚応が

色素上皮層の底部の方へ移っており，猫や鯉の場合と
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達うのは，偶々対光線関係の椙違によるものかも知れ

ない．いしがめの例において，この部に反応が彊くな

いのは，この動物が桿状体を欠くことと関蓮があるの

であろうか．

　綱内系細胞　Gers11及びCatchpole（1949）25）は，

種々なる臓器のmacrophagesが糖蛋自質を含んでお

り，それはこれらの細胞の正常なる活動の現われ，即

ち結合織の基質及び細胞頽廃物に由来する組織糖蛋白

質の‘『removal　and　disposal”の像であるといっている

が，：Leblondによれば：，町内系細胞は1屡々不規則な反

応を示すが，その色調は対照切片と同様であるとい

5．私の所見によれば，例えば猫の淋巴腺において，

その細網細胞は著明なる陽性物質を含んでいるが，そ

の隣接せる蓮続切片にて，過沃度下々化を省いた対照

標本では，それらの物質は淡いオレンジ色を呈してい

るが，決してCyto1反応特有の紫のニュアソ久を有

してはいない．その他，脾臓の細網細胞，胸腺の細網

細胞檬細胞，肝臓のKup晩r氏細胞，肺胞壁細胞，

s：F・等も同等に著明なる陽性物質を含んでいる．

　血液細胞　これについては，：Leblondは，好申球は

唾液処理により除かれる少量：の陽性物質を含み，赤血

球及び淋巴球は微弱陽性か叉は陰性，軍球は色汝な程

度に染まるといっている．私の実験によれば，好中球

は一般に±であるが，肝毛細血管内にて柵のものを屡

，々認めたことがあり（核に明瞭なる分葉を認め，且つ

壁在性ではなかったから，：Kup仔er氏細胞の誤認では

ない．）叉健常猫及び海瞑の皮下結合織の伸展標本に

て，暑の微細穎粒を種，々の程度に含むものを認めた，

これはWislocki，目比野（昭25）33），　Leblond等，従

来の研究者の未だ述べざる処であるが，私は，組織申

の好中球は，恐らく　Gersh及びCatchpole　25）が門

内系細胞について述べ：たと略ヒ同様の意味において，

種・々の量のCyto1物質を含み得るものと思う．淋巴

球は，淋巴腺，脾臓，胸腺，消化管の粘膜固有層等の

ものは，屡々著明なるCytol陽性物質を含んでいる

が，この点はWislocki，目比野，　Gersh及びCatchpole

等も蓮べている．赤血球は陰性であった．

　鯉の頭骨　硬骨魚類の肝腎は，体の前端部，趨脈洞

の周辺にあり，発生学的には前腎の残遺で，成魚では

一種の淋巴組織檬の構造を有する器官である，同檬な

ものは，硬鱗魚類や鮫類においても見出されており，

後者では：Leydig氏器官の名がある8・11，113・17）．この

物の本態に関しては，古来諸説があるが，S．　Grosglik

（1885）34）によれば，成熟せ・る魚類の頭賢は，次の2

種の組織からなり立っている．その一つは，副腎皮質

と相同である所の淋巴様組織であり，他の一つは，退

化せる前腎の遺物で，この物は一部は圭静脈を取り囲

み，一部は淋巴檬組織中に散在している，という．し

かし乍ら，C・Emery（1885）35）は，この淋巴様組織

が有羊膜類の副腎皮質と全面的に相同であるという

Grosglik等の見解に対して，家のような異説を立て

ている．彼によれば，硬骨魚類では，腎臓母細胞は，

腎細管の原基として哺乳類と全く同様の態度をとり，

最初は一種の胎生期中胚葉塊であって，それから腺管

も結合織も血管も分化するのであるが，両者の下生は

主として，細管形成後になお利用されないで残った母

細胞の量に存する．即ち，哺乳類ではそれが非常に少

ないのに，硬骨魚類では非常に沢山に認められるので

ある．今若し，Tizzoniの説の如く，脊椎動物の結合

織か，一種の広汎なる血液生成場所であると考えるな

らば，更に一定の場所（それはすべての種類の動物に

おいて同一である必要はない）において，この働きを

強力に行うたあに，この組織からなる特殊な器官が発

生したと考えることが出来る．硬骨魚類ではそれが腎

臓の淋巴檬組織なのであろう，という．天野等31｝）に

よれば，野戦の腸胃は，下等脊椎動物にとっては，重

要なる白血球形成巣として注目せらるべきもので，硬

骨魚類では，その骨髄は未だ造血に関与せず，その圭

なる造血彙は腎臓であり，Jordanによれば，鯉では

脾臓と中腎とが同程度の造血を示すという．この外，

腸粘膜下織，膵臓及び肝臓でも穎粒白血球を形成する

という．叉魚類における淋巴管系の存在に関しては

37），∫ordan等は，淋巴球は魚類は勿論，無脊椎動物

にも存すると主張し，Slonimski（1937，38）は，これ

らの見解は極端であるが，爬虫類，両棲類は何れも淋

巴装置を有し，眞の淋巴球があるという．天野氏も

亦，魚類には淋巴管の分化が生じるのであるから，当

然これと並行して，淋巴装置や淋巴球が発現してもよ

齢という．叉木原38）は，淋巴管系が判然と血管系か

1ら独立するのは硬骨魚類以上，淋巴節が出現するのは

少類の鳥類を除けば哺乳類のみという．ここにおい

て，これら先賢の諸説を参考しつつ，自己の得たる所

見に対する解釈を試みるに，欝脈周囲の特殊細胞冠及

び網状に分布せる同様脈管は，Grosglikの説の如く，

退化せる前腎の遺物と考えられるが，この間に充満せ

る，Cvtol物質に富む小円形細胞の本態並びに機能に

関しては，亙りにGrosglikの説く如く，発生学的に

は副腎皮質と相同であるとしても，副腎皮質細胞は，
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私の；研究によれぽ，猫及びヒトではCytol物質に乏

しいので，その点が合致しない．Emeryその他の，

血液形成集としての考へは，最も私の所見に要当する

如く思われ，Cytol物質に富んだ血球が，ここで生成

され，それが蟹様脳管を経て翻脈へ移行するものであ

り，同時にここの血球より，CytoI反応陽性の何物か

が盛んに血液申へ出されていると考えたき所見であ

る．しかし乍ら，これらの点に関して一層明確なる決

定をなすためには，富来更に他の各種組織化学的方法

を用いつつ，個体発生学的研究を進める必要があると

思う．

　〔附〕結合織の細胞間基質の，組織化学的証

　　　　明法に関する察考（主として文献的に）

　緒　言

　結合織に関する知識の進歩は，近年目醒しいものが

あり，殊にK：1emperer（1950）22）のCoUagen　Disease

の提唱以来，ホルモンやビタミンの研究の進歩と相待

って，病態生理学の領域において，新たに大きな問題

を提供し，就中，細胞間基質の態度について深い興味

が払われている22・23，24）．而して，この基質は，化学

的には一種別Glycoprotein（Acid　mucopolysaccharide

－protein　complex）で，その蛋白成分に関してはなお

不詳であるが，糖成分は，hyaluron酸及びchondroitin

硫酸なる高分子の酸性多糖類であることが知られてい

る22・23，2窺）．一方当門門の大原（昭24）1）の創案にな

るCytol反応は，彼によれば：，　Glycoprotein並び1こ

mucoitin一，　chondroitin硫酸が三二陽性物質として挙

げられており，Hotchkiss（1948）3）の行ったspot－

testでも，　hyaluron酸は強陽性を呈しており，叉前

述の私の実験においても，該反応物質が結合織に広く

分布している所見を得たので，この反応は，基質の組

織化学的証明法として，重要なる役割を果す可能性が

あると考えられる．斯かる見地に基づき，私は，結合

織の細胞間基質の組織化学的証明法に関して，文献的

に現況を整理し，自己の実験をも加えて，若干の考察

を試みた．　　　　　　　　、

　1．従来用いられている諸法

　抑・々，結合織の細胞聞基質：の組織化学的証明法に関

しては，現在迄の所，完全なる方法の確立がなく，従

って，それらによった実験成績にも時期不一致点を見

出す．今，従来多数の研究者により用いられて来た方

法を，大まかに分類して見ると，1）Metachro血asia’

法，2）コロイド鉄法，3）過沃度酸SchiH液法，

4）その他の染色法，5）酵素，殊にHyaluronidase

による消化と，前記諸法との組合せ，となる．以下こ

れを逐次説明する．

　（A）Metachromasia法

　細胞聞基質：が回る種の：塩基性色素により，Metach－

romasia（以下M・）を呈することを利用したもので，

現在迄に最も広く用いられている方法である．例え

ば，：Bensley（1934）39）1ま1％Toluidin　eblue（以下T・

B・）水溶液により，結合織の基質と線維との鑑別染色

が可能であるが，本法は基質のmicrochemical　test

ではなく，物理的状態を変えることにより種々なる物

質にM・を呈せしめ得るので，著者の所定の方法を漣

下することが必要であると述べている．Lison及び

Sylvenは，：塩基性酷酸鉛水・ホルマリン混液にて固

定後，T・：B・酒精溶液にて染色し，硫酸多糖類の特殊

染色が得られるというが40＞，現今一般に頁電荷の基

を持つ物質がROSO3H：基の有無に拘わらずM・を呈

することが知られており，彼等の主張はそのままでは

要当しな、・41，d2・43）．：又H・Holmgren（1938）44）は

1％T・：B・水溶液と同酒精液とを用い，L・H・Hem－

pelman（1940）45）は極めて稀薄なるT・：B・水を用い，

大野（竃951）46）は中性及びpH　2．5の2種のT．B．

液を用いて，夫々，酸性ムコ多糖類相互間の鑑別染色

が可能であると述べている．その他，河瀬等（昭23，

24）47）及びR・D・Hllie　et　a1（1951）弓8）も，T・B・を

夫々の条件において用いて，細胞間基質に特異なる

M．を認めている．

　（：B）コロイド鉄早去

　本法は，Hale（1946）が酸性多糖類⑦組織化学的証

明法として発表したもので，該物質のcolloida1－iron

に対する親和性を応用し，これに結合せしめたる鉄を

ベルリン青として現わす方法である．彼は，切片を予

めHyaluronidase（以下H・）で消化することにより

本反応陰性となることから，本反応はhyaluron酸に

起因するものであるかも知れないといった48・49）．

Ritter＆Oleson（1950）49）及びRinehart等（1951）

50）は，本法と　McManusの過沃度酸Schiff液法と

を組合せて同時に染色する方法を発表し，その際，前

者はH・消化の効果を否定しているが，後者はH・

前処置彪こより　　reticulu皿，　collagen，　elastic　tissne　及

びムコ多糖類の関係を閾明することが出来たと述べ，

更に附け加えて，上皮性粘液も亦本法陽性を示す点に

注意を喚起した．Asboe－Hansen（1950）51）は，本法

が，被染色物質の範囲が狭く，酵素作用の効果も明瞭
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なる点で，特に償れていると述べている．

　（C）過沃度酸Schi任液法

　McManus　2）一Hotchkiss　3）法及び，これと全く無

関係に考察されたCytol反応1）がこれに属し，　Gersh

＆Catchpole（1949）25）ンAltshuler＆Angevine（195

1）52）を始め，色々の入が本法を用いている．本法は

その原理が純化学反応に基づいている点は，他の諸法

の全く及ばざる利点であるが，一・方，結合織の基質た

る糖蛋白のみならず3広く多糖類一一般の証明法である

とい5欠点もある．

　（D）その他の染色法

　原田（1952）53）は播く稀薄なるダーリア，ゲンチアナ

紫等を用いて新法を考案し，砂原及び河瀬（昭23，24）

47）は前記以外の多種の方法を併用している．

　（E）酵素，特にHy且】uronidase消化と，前壁諸法

との組合せ

　結合織基質の特徴的構成分は酸憶多糖類であること

が知られているので，これに対して特異的に分解性に

働らく酵素を予め作用せしめたる後，前記諸染色法を

施し，対照に較べて染色の消失乃至減弱があれば，そ

の部に当該酵素と特異性のある物質があったと判定

し，これら染色法の非特異性なる欠点を補わん’とする

方法で勝る．斯かる酵索として今日広く用いられて

いるものはH・である．抑・々，hyaluron酸は，　N－

acetylglucosalnineとglucuron酸が半解となって，

交互にpyranose配置及びβ一linkageを以って眞実に

蓮なった重合体であるが54），H．はこれをdepoly－

merizeし3更に構威軍位にまで水解する酵素である

55・56・57・58）．而して，酸性ムコ多糖類のM・性は，或

る程度までその高度の重合朕態に起因するのであるか

ら，これらの物質がdepolylnenizeされるとその性質

は失われる42）．叉Gersh＆Catchpole（1949）25）によ

れば，Co11agemseは水不溶性の細胞間基質をdepoly－

merizeして水溶性の歌態にするという．H・の活性

度の至適条件は，研究者或いは原材料により区’々であ

るが，pHに関しては，　Madinaveitia（1938）59）は，

牛睾丸H・では4～10を挙げ，Mc　Cleanは一一般に

4・6～4・7附近を挙げている．電解質もその種類及び

濃度が酵嚢作用に著しく影響し，例えばNaC1溶液

は，睾丸性H・では0・3Mが至適であり3細菌性H．

ではこれと異なった態度を示している57）．血清のH・

抑制作用は広く知られているが，その他，Meyer等

（1951）60）は，Fe…，Cu・・，　Fe・・，　Zn・・がH．の活性を

妨げるといい，叉Robertson等（1940）58＞によれば，

cyanide，　arsenite，　iodine，　mucinaseの活性を破製す

るという．さて，実際にH・を組織化学的に応用す

るに当っては，（1）生体にH．を注射せる後，その

局所の標本を作製する方法．（2）新鮮なる組織片を

：H・溶液に浸し消化せしめたる後，標本を作製する方

法．（3）薄切標本或いは伸展標本作製後，これにH・

を作用せしめる方法、があるが，一般には（3）が用

いられている25・42，52・61・47・46）．

　（F）固定液

　基質の重要成分たる酸性多糖類殊にhyaluron酸は，

水に溶け易く，叉固定処置により低分子化する憂いも

あるので3研究者により様々のものが使用せられてい

る，主なるものを列挙せぼ，凍結乾燥法25），凍結切片

42），ホルマリン水62・42・52・50・63・53），ホルマリン蒸気

62），ホルモール酒精49・50），アルコ門ル62・51，53）プ

Carnoy一士51・46），塩基性酷酸鉛液40・47・51・l11，42）；

水酸化バリウム47），硝酸鉛48），年三48）等を含んだ

液；飽和昇乗水62），Zenker氏液53），　Zenker－Formol

液39，53），：Bouin　53），　Ortho　53），　Susa　53）等である，

　2．Cyto1反応とH：．作用との関係について

　　　行った小実験

　Cytol反応及びT・B・によるM・を，　H・消化を

施せるものと然らざるものとについて行い，両者を比

較して見た．

　（A）実験方法

　耕料として，入の下帯及び廿日鼠の二三の臓器を用

い，H・を作用さすに当っては，ホルマリン或いはア

セトン固定パ切片，未固定凍結切片，新鮮組織薄片を

併用し，H・として，スプラーゼ（持田製薬，4000

VUM／cc），スプラクター　（塩野義製薬，2000～28000

軍位／cc），　Alidase（米国・G・D・Searle＆Co，昌00

viscosity　units／cc）を，その溶解液として，生理的食

塩水及びpH：・6．0の0・3M食塩水（燐酸塩緩衝液加）

を用い，37～38。Cにて2～24時間作用せしめた．な

おM．染色用T・：B・は，pH　7・0の燐酸塩緩衝液に

0・05％に溶解使用した．

　（8）実験成績

　H．にて消化せるものと然らざるものとでは，Cyto1

反応に関しては殆んど差異を認めないが，T・：B・によ

るM・は消化により消失したものがある．例えば，

晒帯では，所謂Wharton氏ジェリーの細胞間物質及

び麟帯血管の線維間物質は，T・：B・により著明なる

M・を示し，20時間以上生理的食塩水中に浸債せるも

のにおいても大差はないが，H・消化後は無色乃至
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群青色となった．而もこの変化は，スプラクター毎

cc2000軍位，2時間の消化にて充分であった．しか

るにCyto1反応では，これらの部分は共に申陽性を

呈して，充分なる消化後も何らの色調の減退も認めら

れなかった．皮膚においては，T・：B・にて，肥月島細胞

平準は著明なるM・を呈し，細胞聞物質は極めて微か

なる紫色を呈したが，共にH・消化による色調変化は

認められなかった．Cyto1反応では，肥脾細胞穎粒十b

結合織線維並びに線維闇物質は十～什を呈し，H・消

化による色調変化はなかった．軟骨基質は，T・B・に

より著明なるM・を示し，Cyto1反応では・鼎を呈した

が3H・消化後も共に不変であった．心筋では，筋線

維間物質は，T・：B・により淡き紫色を呈し，　Cyto1反

応では粁を呈したが，H・消化後も共に不変であった・

固定法に関しては，凍結切片及びアセトン固定が，M・

の濃度も亦消化後のその消失も3共に鮮かであり，ホ

ルマリン固定はこれらの点で幾分劣るように思えた．

　3．　全般白勺考察

　前述の実験結果は，要するにH・消化の効果は3

T・：B・によるM・によれば極めて判然と現われるのに

反し，Cytol反応によれば一向にi変化が認められない

というにあるが，これが解明に当り先ず先入の業績を

経くに25，51・49・50・47・42・61・46・63・53），多数の研究者の

申，過沃度酸Schi仔液法染色のH．消化による消失

を明瞭に認めているのは，Gerch＆Catchpoleのみで

あり，Asboe－Hansenは，　Hale法染色及びM・染色

は完全に浦失したにも拘わらず，Hotchkiss法では染

色の軽度減退が認められたに過ぎないといっている．

その他のすべての研究者は，H・消化の結果を検する

際には，過沃度酸Sch縦液法以外の：方法，即ち主と

してM・法或いはHale法を用いており，前者は該

物質が多糖類なることの直接的証明法としてか，或い

は軍なる対照染色として併用しているに過ぎない．而

もM・法，Ilale法幣においても，　Ritter＆Okson

やRinehart＆Abu1－Hajの如く殆んど同一方法によ

る染色にも拘わらず，前者はH・の影響を否定し，後

者はこれを認めており49，50），叉同一部位，同一染色

でも，その形成の時期や固定法が異なるとH・感受性

も反対になる場合がある等弓2，53），かなり複雑な関係

の潜んでいることが窺われる．更に結合織基質の構成

分やH・作用そのものに関しても，なお若干の文献的

吟味を加えて見ると，茨のような色々の問題がある．

例えば3現今一般に考えられている処によれば，霧粗

結合織の基質はMucoidであり（Meger，1947）且つそ

　れは蛋白質と酸性ムコ多糖類（恐らくchondroitin硫

　酸）との間にかなり強、・Iinkageを持つたmucoidで

　あるといい，一方Pearce＆Watson（1949）は，100

　mgの新鮮な入の皮膚には約25～5mgのhyaluron酸

　と26・2mgのchoudropitin硫酸があることを認めて

　おり，又Catchpole（1950）によれば，基質は若い材

　料では水溶性であるが，成熟すると共に不溶性となり

　且つ重合度が高まるという2｛）．しかしDay（1947）や

　Dempsey等（1949）によると，間質結合織の基質は

　mucoidではなくて蛋白質であるといい，　mucoidの溶

　出による間違いに充分注意してなされた後者の実験で

　は，T・：B・でもHale法でも亦McManus法でも基

　質は染まらなかったといろ62）．Meger（1947）によれ

　ば，分離したhyal　uron酸のs搬ear及びspotはT．

　B・にてM・を示すが，その際溶液の濃度が1％より

　低い場合には染まらない．而して3hyalUron酸は恐

　らくはM・を与える程充分な量には決して存在しない

　であろ弓，組織のM・は，恐らくは響くchondroitin

　sulfate　mucinに起因するものであろ5とい548）．更

　に，Sylven（1951）は，　hyaluron酸はM・を呈さない

　と書いてさえおり，Ilaleもhyaluron酸及び恐らく

　硫酸塩を含まぬ同檬な多糖類はM・を呈せぬといって

　いる48）・叉：Lillie　et　a1によると，　hyaluron酸はIlale

　法やM・や色素の染色には反応しないのか3或いは顕

　微鏡的に認め得るだけの濃度には存在しないのであ

　るか，何れかであろう．つまり，M・やHale法は，

　hyaluron酸よりも寧ろchondromucinだけを染める

　ものであろうという48）．又受精現象に関しても，Mc

　Clean＆ROwland（ユ942）の実験以来，卵及びそれを

　取り囲む卵丘細胞間のセメント物質たるhアaluron酸

　が，精液中のH・によりdepolymerizeされて溶ける

　ことが受精の前提であると一般に信ぜられているが

　55），▽・：PaUa（1951）32）は…欠のよ弓な根拠からこれを

噺疑っている．即ち彼の組織化学的実験によれば，濾胞

　腔。卵丘細胞・i透明帯にある爲ムチソのH．感受性は：

　不確実であり3犬の卵丘細胞にはムチン襟物質がある

　にも拘わらず，その精液には明らかにH・がなく，：叉

　Lewis＆Wright，　Anstin及びその他の観察による

　と，予め卵丘細胞が解離することなしに精子が透明

　帯に達したとい5．H・に関しては，　Meyer，　Duran－

　Reynals，　Bunting，　van　Wagenen等は，罪丸性i　H．製

　品中には2種の酵素即ちH・とcllondroitin　sulfatase

　とがあるといい，Meyerは，アセトン沈降は後者の大

　部分を破壊し，而も前者を損じないと述べている．
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Lillie等は，連鎮朕球菌性H・も亦，：H・の他chond一

「omucinaseを含むものであろうとい弓48）．　Rappout

等（1951）64）によると，hyaluron酸には2種の3cety『

1glucosaminidic　bGndsカ：あり，純樺なる睾丸性H：・は

その中の1種の結合のみを開くのに反して，肺炎双球

菌性酵素は何れをも開く，従って仮りに睾丸性H：・分

解終産物が圭として4糖類であるとせば，後者はそれ

を2糖類に迄破るという．Meyer等（1951）65）による

と，生の睾丸エキスは，純梓なる睾丸性H・による

hyalarouateの水解産物たる01igosaccharideを，更

に分解して91ucuron酸とN－acetylglucosamineとを

生ぜしめるが，かよ：うなことは動物内では起らない

だろうという．何となれば，生理的条件下における

hyaluron酸の分解は♪僅か2一一3の91ucosaminidic

bondsを開放するに，過ぎないからであるという．

Meyerは叉，組織の或る種のchondroitin硫酸及び

11yalurono硫酸は睾丸性H・製品によりdepolylnerize

されるといっている42）．Mc　Cleαn（1941）57）や

Robertson等（1940）58）1ま，　Ilyaluron酸の酵素によ

る分解が，depolymeriz　ation及び水解の，二つの別々

の機構からなると述べており，砂原及び河瀬（昭23，

24）47）は，結合織基質たる糖蛋白質：性i物質は，拡散因

子による酵素作用の結果として，最初のdepolymeri－

zationの段階においてreducing　free　carbonyl　groups

の増加が現われるべきであり，次いで解水分解の段階

においてacetylglucosamine及び91ucuron酸の分離

が現われるべきであるといっている．

　以上多数の先入の業績に鑑みるに，現段階において

は，結合織基質の組織化学的研究に際しては，従来の

各種の方法は夫々一長一短があるので，これらを綜合

的に用い，固定法や被検材料も可及的各種のものを選

んで，一方に偏らないことが必要であり，叉実験成績

の考察に当っては，基質と考えられている糖蛋白質の

蛋白質成分の性格に関しては現在なお不詳であり，近

来研究の焦点となっている糖威分に関しても，なお且

つ議論が一致していない点が少なくないのであるか

ら，斯かる理解の下に愼重な態度で臨むことが望まし

く，実際従来の多くの研究者達も，糖蛋白質或いは

酸性多糖類とい5よ弓な幅の広い表現法をとってい

る．なお私の実験において，Cytol反応とM・法とで

H・の効果が異なる点に関しては，H・製品により，

基質の構成分たる或る腫の酸性多糖類は，或る程度

depolymerizeされてM・性を失うが，なお多数の

Cytol試薬に対する反応基を有し，叉蛋白質との結合

を失うことなく組織に止まって，Cytol反応を呈する

ものと解したい．

　結　論

　結合織の細胞間基質の組織学的研究に際しては，

Cytol反応は，その機構が純化学的反応であるという

点において，McManus－Hotchkiss法と共に，独自の

利点を有するものであり，必らず用弓べき方法であ

る．しかし乍ら、唯これのみに頼って重大なる結論を

導くべきものでは勿論なく3必らず他の諸法との関連

において考察を進むべきものである．

第2部　チトール反応の病：態的発現分布について

　ここにおいては，病的組織におけるCytol物質の

出現朕態を，殊に結合織における変化を中心として述
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」レ
べることとする．なおCytol反応に関する操作や成

績記載上の約束等については，特に断りなき限り，第

1部の通りとする．

1．結合織の新生に際しでのCytol物質の消長について

　1．緒　言

　私は，糖蛋自体の組織化学的証明法としてMc

Manus（1946）2）及びHotchkiss（1948）3）とは無関係

に創案された，馬丁室の大原（1949）1）の所謂CytoI

反応を用いて，正常動物の組織における該反応陽性

物質：の分布を検索中，猫の結合織の線維芽細胞が，

Cyto1反応強陽性の願粒を多数に含有することを発見

したが，その際述べたる如く，文献によればGersh＆

Catchpole（1949）25）は既に，　Hotchkissの方法によ：

り十日鼠において同門の事実の発見を報告し，同時に

その意義に関しで次のような興味深き仮説を発表して

いる．即ち，一般に皮膚その他の結合織はその構成

上，（1）線維性構成分（膠原線維，細網線維等）並び

に細胞成分（線維芽細胞その他）と，（2）これらの間
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を満たす均質な物質即ち“ground　substance”とより

なるが，後者を特微附けるものは糖蛋白体であり，こ

れがgound　substanceをgel檬の状態に保ってセメ

ントの役割を果さしめている．：叉このものは，表皮・

内皮或いはこれらの近似物と接する部分では，特に稠

密となって所謂basemant　membraneを造っている．

かように，ground　substance（：Basement　membraneを

染含めて）は，：普通polymerizedの朕態にあって超顕

微鐘的構造を保っているのであるが，その程度は年

齢，活性度及び病変の程度によって異なる．ground

substanceがdepolymerizeされると，非永溶性の朕

態から水溶性の朕態に変るのであるが，この状態i変化

にあずかるものはHyaluronidase（以下H・）等の酸素

である．而して線維芽細胞は，このground　substance

の構成分たる糖蛋白体及びそれをdepolymerizeする

酵素の合成並びに分泌をなすものであると考えてい

る．而して，これらに対する根拠として，テルペンチ

ン油の注射或いは皮膚の切除による表皮の基礎膜の再

生，移植せる二二，壊血病の動物の皮膚，急性肺水

腫，胎盤の絨毛の成長，卵巣における濾胞の成長，骨

及び歯牙の癸生に際しての三民二等の観察，殊にその

際における線維芽細胞に含まれる過沃度酸反応性穎粒

の変化及び基礎膜の変化を挙げている．一方，結合織

線維め形成に関しては，古来多数の優れたる研究者の

研究する所であるが24，2’り，最近の趨勢では3結合織

の基質成分が膠原線維形成に重要なものとして注目さ

れ，その基質成分は線維芽細胞或いは肥月孚細胞より，

而して膠原成分は線維芽細胞より分泌されるものと考

えられている24）．K・Meyer等（1937）によれば，

Chondroitin硫酸とゲラチンの溶液とを混合すること

により，椙当な張力のある線維が生ずるといい，S．S．

Cohen（1942）は，　Chondroitin硫酸は多価の陰イオン

として働らいて蛋白分子を膠着せしめて，線維状大分

子を，そして遽には線維束を形成するに至らしめると

考えた24）．叉K・Meyer（1647）によれぽ，線維芽

細胞は先ず下野の前膠原をつくり，それが細胞の酸産

生によって多糖類細線維の表面に沈着して変性すると

い弓．この酸は恐らく解糖作用で生成されるのであっ

て，ムコ多糖類は後に酸素によって溶解されるものと

考えている26＞．C・Ragan（1952）2｛）は，線維芽細胞

は先ず基質を貯え，次いで細網線維を造り出し，この

ものは左右蓮合して膠原線維となると考えている．以

上の如き現況に鑑み，私は，結合織の新生に際しての

Cyto1物質の消長を追求すべく，以下の実験を行った・

　2．石松子注入により，廿日鼠の皮下結合織

　　　に現われる変化のCytol反応による追求

　十日鼠の皮下へ石松子を注射して無菌的炎症を起

し，その際における大原1）のCyto1反応陽性物質の

出現状況を追求した，

　（A）実験方法

　同年齢成熟雄25匹を用い，減菌せる0・2％石松子生

理的食塩水浮游液0・3ccを，肩押間部皮下へ浅く注

射し，一定の時問毎にそこの組織を切り取り，Zenker

液固定，4，μパ切片とし3Cytol反応及びH・E・染色

を施した．対照として，実験開始直前及び実験途中に

2匹宛，無処置廿日鼠より同檬標本を作製した，

　（B）実験成績

　石松子は多くの場合，皮下の薄い第1の筋層の直下

の頂載結合織申に入っていたが，この部は，対照たる

健常汁日鼠においては，組織球性細胞に比較的富んで

いるが，線維芽細胞は極めて少なく，叉多核白血球も

極く稀にしか見られない．しかるに石松子を注射せる

場合においては，早期に多核自血球の著しい浸潤が見

られ，間もなくそれは組織球性細胞及び結合織の増殖

によって置き換えられてゆくのであるが，これらの変

化殊にCyto1反応陽性物質の消長を，以下各事項毎

に述べる．

　（1）多核白血球

　多核白血球の浸潤は，注射後1時間にして既に現わ

れ，5時間にして最高度に達して石松子群の内部及び

附近に極めて広範囲に浸潤し，その後再び減少して3

日聞を経た後は極めて少数にしか詔めなくなり3遽に

消失する．その間，この細胞のCyto1反応は終始か

なりの陽性度，謂わば十十を示し，而も強拡大にて見る

と細魚粒状をなしているようにも思える．

　（2）淋巴球

　多核白血球に混じて僅かに認められる場合がある

が，出現が稀であるので，そのCyto1反応陽性度は

出定が困難である，

　（3）組織球性細胞

　24時聞後出までは対照廿日鼠と変りないが，その後

急激に増加して5日後において最高度に遙し，その後

はその二三を維持する．この細胞の堀加は，石松子群

附近の二三結合織中にも現われるが，殊に著明に石松

子群の内部に，個々の石松子に附着してこれを包囲貧

喰せんとするかの如き像を示して多数：に増加してく

る．そのCytol反応は，対照標本の皮下霧粗結合織
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申の組織球では，胞体は置旧性に淡染（十）し，その

内に種々の程度に彊染（一般に甘，時に冊）する大小

の穎粒を種々の程度に含んでおり，注射例において

も，24時聞即位まではこれと同寸の所見を維持する

が，その後石松子群の内外におけるこの種細胞の増加

に俘い，そのCytol反応陽性度も一般に増加し，胞

体中に二二粒を多数満たすものが多くなる．殊に石松

子群内部のものでは，胞体至体が柵微細穎粒状を呈す

るものが多い．しかし一方，十で基内に柵微細亭亭を

散在せしめているものもある．

　（4）異物三態細胞

　4日間を経過せる頃，石松子群内部の，先に組織球

性細胞のあった部位に急激に出現し，その後徐々に胆

汁する．そのCytol反応は，柵微細顯粒状を呈する

ものが多いが，叉凹凹性甘の内に柵微細穎粒を散在せ

しめているものもある．

　（5）結合織性線維の被膜

　注射後3時間にして，個々の石松子及び石松子群全

体を包囲する如くに，一種の被膜が生じ始める．これ

は最初は，纏れたる毛髪の束の如く極めて繊細で，且

つH・E・染色においては磁m・に染まって青色を呈

しているが，同寸な線維は，石松子群の附近の霧粗結

合織申にも白血球と混じて散在している，而してこれ

らの線維は，10時聞後よりは可成りに太く且つEos・

に手染する線維となり，量的にも石松子群の内外共に

壇加して，がっちりとした被膜となり，4日後におい

て最高度に達する．しかしその後は，石松子群周囲の

被膜には変化はないが，内部へ網の目の如く入り込ん

だ部分は，漸次組織球性細胞及び亘態細胞の原形質に

よって置き換えられ，8日後においては殆んど石松子

群全体の周囲の被膜だけとなり，その被膜もその後更

に薄くなるようである．なお40日後においては，石松

子群内部に血管の新生を著明に認める．C外ol反応に

関しては，24時聞迄のものは多少のむらはあるが甘～

珊で，大体旧聞の若い程濃染しているようであるが，

好塩基性のものと好酸性のものとの聞には，特に明瞭

なる差異を認め難い．3日経過以後においては，陽性

度は梢ヒ低下して，以後ずっと什を維持する．なお対

照たる健常廿日鼠の皮下結合織の陽性度は普通十で

ある，

石松子注入により，廿日鼠の皮下結合織に現われる変化の

　　　　　Cytol反応による追求，に関する表’

経 過
対　照
　　　　1時間　3下聞（健常）

数iCt
量；

多　核　白

淋　　　巴　　　球

組織球性細胞
異物特等細胞
線　維　芽　細　胞

結合織性線維の被膜

血汐一

十：十十

十｝柵

蟹i・・

十i十十

十i十十

十：
　　回

数iCt
量i

骨i什

＋i

十｝

　　柵
＋Bi枡

5時間110時聞

数：iCt

蜀

　　柵
＋Bi赫

魎昔

十i

＋i

贅ic・

24時聞

数：iCt

量i

1十什i

十i

＋i甘

＋i
　　十三
什Ai十三，

粁i粁
＋i

＋i

＋i
　　壬H・
什Ai
　　柵

3日聞

蟹｝c・

＋1

柵i柵

十十

4日間

贅ic・

　　柵
什Ai＋H

＋i什

＋卦i柵

＋｝柵

｛1冊i柵

柵Ai粁

5日聞

蟹。・

十i十十

鼎i
　　珊
丹i柵
冊Hi柵

柵A

経 過　16日聞

＼一_一消　　長

　追求事項　　、＼＼

数　Ct
量i

多　核　白　血　二

野　　　巴　　　球

組織球性細胞
異物亘態細胞
線　維　芽　細　胞

結合織性線維の被膜

7日聞

整ic・

里i

＋i什

冊i柵
赫i冊
lH冊｝1

　　柵
柵Al＋H柵Ai

＋i

柵：
　　高
卑i柵
＋＋＋i

　　柵

8日間

贅ic・

十十4

＋i暑

柵：

　　柵
什i柵
柵
　　柵
十十A

15日間

贅ic・

20日間

数i
　　Ct量，

柵i柵
什i
　　冊
甘｝柵

＋Ai 十十i

讐i轍

十十i冊

＋Ai升

25日聞　30日聞

贅ic・

冊i柵
＋＋＋｝柵

暑i柵
＋A 縁Y

数：
　　Ct婁…

冊i柵
柵i
　　柵
＋i柵

＋Ai甘

40日勝

訴ic、

璽i

柵｝i柵

冊i柵
甘i＋什

＋Ai什

備考．Ct…Cyto1反応，：B…好塩基性，　A…好酸性，を夫々現わす，
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　（6）線維芽細胞

　対照標本及び注射後24時聞迄の標本においては，皮

下霧粗結合織中には僅かに認めるのみであるが，3～

4日経過して石松子群の周囲に結合織性線維の著明な

被膜が生ずる頃になると，この被膜中に極めて多数の

線維芽細胞を認めるに至る．しかしその後15日頃より

被膜の薄くなるにつれて線維芽細胞も再び減少する．

そのCytol反応に関しては，対照及び全経過を通じ

て大差なく，共に紡錘形の核の周辺部に措の微細穎粒

を満たしている．

　（7）石松子

　注射された石松子は，最後まで著しい変化を蒙るこ

となく残存したが，その蜂窩状凹凸を有する厚き外殻

はCytol反応陰性で，その内面に薄き柑の膜が附着

しており，更にその内腔には柵～十十の粗大粒子が多数

入っており，一方時にはこの粒子が，破れた外殻を通

じて外へ腕出散在しているものもある．

　以上の実験威績を一覧表にすると，上表となる．

　（C）考　察

　（1）多核白血球

　榎本（昭11）66）によれば，廿臼鼠の腹腔内へ

諸種薬液を注入した場合，刺戟の反応として出

現する遊走細胞は，初期には多核白血球の遊走

を第一に認むるも，急激なる増減を示し，その

作用は極めて一過性であり，次に組織球性細胞

の出現増加を認め，～これは比較的長く出現が犬態

を継続するが，淋巴球は緩慢なる増減を示し，

急性炎症には関与しないようであるとV・うが，

私の実験におV・ても，ヒれらの細胞の出現ナ伏態

は，ヒれと全く軌を一にしている．次に中性嗜

好性多核白血球のCyto1反応に関しては．　C．P．

：Leb1011d（1950）20）は，白鼠において，少量の

過沃度酸反応性多糖類を含むようであるが，そ

れはamylaseにより除かれるとV・V・，日比野

等（昭25）83）は，健康人の材料にて，Hotchkiss

の方法による多糖類の染色を行い，「好中球は

張陽性である．而もそれは顯粒状に見えるもの

或いはcoarse　gralmlesという表現が適当と思

われるものがある．唾液反応を行うと，既述の

鮮明な穎粒は消えて，全般の色調は明らかに薄

くなり，dllstlikeに見える」と記し，従来の研

究者は何れも，糖原以外の著明なる反応物質を

認めていないが，既に前に触れたる如く，私の

見解によれば，彼等は何れる対象を末梢血液：或

いは骨髄中の白血球に取ったので斯かる所見を

得たのであるが，組織中に遊走せる好中球は，

その活性の表現として，糖原以外に種タの量の

Cytol物質を含み得るものである．それは，こ

の実験において，炎症集へ滲出せる多核白血球

が唾液消化後においても絡始相当の陽性度を示

したととは，この私の見解に合致するものと思

う．

　（2）組織球性細胞及び異物E態細胞　　　1

　髭粗結合織中の組織球のCytol物質は，主と

してその貧喰せる物質に由来するものと解せら

れるが，石松子た附着包囲せる組織球性細胞並

びに異物芭態細胞の微細穎粒状の張V・陽性反応

は，石松子のCytol反応陽性成分の二丁による

ものか，或いは細胞自身の内にその旺盛なる貧

喰活動に関連して生じた物質によるものか，何

れとも断じ難V・．

　（3）結合織性線維の被膜及び線維芽細胞

　結合織線維形成過程に関する最近の趨勢は，

緒言におV・て述べたる如く，原料供給干たる線

維芽細胞の存在下に，基質成分たるムコ多糖類

と膠原物質との謂わば合作により，出来上って

ゆくと考えられるのであるが，私の実験におい

ては，石松子注射後3時聞，即ち線維芽細胞の

著明なる増加に可成り先立ち，多核白血球の浸

潤に直ちに引続いて既に，極めて繊細なる線維

檬物質が，局所殊に石松了の直接周囲に生じて：

いるのを認めるが，これに関して，敢えて私の

臆読を述べることを暫く許されたV・．さて，

Wycko仔，　R．W．G．及びCorey，　R．B．（1936）

によれば，膠原の興野溶液を中和すると，細線

維が直ちに再生し，それは電子顕微鏡及びX線

廻折下に，天然の膠原と全く同一の微細構造を

示すといい，VaDamee　P及びPorter，　K・R・

（195ユ）によれば，とれらの細線維は塩類及び

フk素イオンの濃度を変えるととにより色々な形

に再構成されるが，その膠原特有の等電点にお
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ける水素イオン濃度によって，原材料と同檬の

ものが再構成されるという24）．従って：次のよう

な読明も許される根拠があると思う．即ち，石

松子注射により多核白血球が遊走してくると，

その活性により局所の膠原線維にdepolymeri－

zationが起って溶解するが，一方において直ち

に再構成が始まる．その際　先ずムコ多糖類

の，極めて繊細なるCytol反応の幽い線維が，

殊に好んで異物との界面より生じ，次いでこれ

に膠原物質とムコ多糖類とが逐次添加しつつ左

右蓮合して次第に太くなり，同時にCytol反応

陽性度が梢ζ低下し，闊もなく線維芽細胞が増

殖すると，原料が豊富に供給されるので，愈々

本格的にとの線維が張化され，厚い結合織性被

膜がつくられるが，石松子群の内部のものは，

組織球性細胞の盛んなる増殖により，かえって

再び溶解し除去される．石松子群外周の被膜

は，やがてpolymerizationカミ完成する頃になる

と，再び薄くなるという次第である．なお線維

芽細胞の陽1生頴粒は，Gersh＆Catchpole　25）の

如く，基質成分の分泌像と見徹すことも，ヒの

際あながち無理な解釈でもないと思う．

　（3）家兎の皮膚の切除創の治癒過程におけ

るCyto1物質の態度について：

　前実験において，無菌的炎症における結合織の新生

を研究したのでg今度は無菌的創傷の治癒における同

事項を取と上げた．

　（A）実験方法

　4頭の成熟雄家兎の背部，夫々3～4ヵ所におい

て，表皮及び裏皮を鋏除して，直接約5mmの，なお

筋暦に達せざる浅い創を作り，一定時日後その部の組

織を切り取り，直ちに4％塩基性塗壁鉛直にて24時

聞，i欠いで10％中性ホルマリン液にて24時間固定し，

蒸溜水にて水洗後，パ切片とし，Cyt61反応，　H．　E．

染色，van　Gieson染色，トルイチン青（以下T・B・）

染色（0・05％水溶液，pH　7・0）を施し，一部のものに

てH・前処置（スブラクター，8000軍位／cc生理的

食：塩水，PH　7・0，37。C，21時間）後，　T．　B．による

審尋クロマジヤ（以下M・）及びCyto1反応の変化を

見た，

　（B）実験成績

　対照（正常皮膚のCytol反応）

　太い±の膠原線維束がうねっており，その聞に線朕

の十～甘の物質（細胞聞基質，毛細血液等）や，原形

質に乏しい，十～暑の，時に穎粒朕の線維芽細胞があ

り，叉屡々凹凹（線維束聞における淋巴間隙及び固定

に際しての入工的室隙）が認められる．表皮土～十，

その基礎膜十十で薄い．

　平日後

　創面より僅か内部において，膠原線維東間の毛細血

管及び淋巴聞隙を申心に，多核白血球の浸潤があり，

この時期において既に厚き層をなして創面の大部分に

亘って存在している．この多核白血球のCytol反応

は，十～柵で，この層全体としては粁の帯1伏に見え

る．この層の直下には屡々，粁～柵の網状～膜檬の物

質が僅かあり，その更に下部では，既存の結合織が多

少霧粗となり，その間隙には，十撫構造の物質が僅か

に現われ，十～甘の多核白血球，組織球性細胞等が僅

かに浸潤している，

　1日後
　上述と大差がない，

　2日後

　創部の既存の結合織の霧粗化，細胞浸潤等が梢ζ強

くなる他，前述と大差がない．

　3日後

　創部の結合織の霧粗になりたる間隙申へ，畳～十の

均質なる物質が多量に現われ，星形の斑紋状或いは網

朕に見えるが，これはvan　Gieson染色では黄染し，

T・：B・染色ではM・を示さず，叉H・作用も受けな

い．その他は，2日後に比し3白血球浸潤層が厚くな

れる他大差がない，叉煎・のCytol反応に及ぼす影

響は，何処にも認められなかった．

　4日後

　先ず，van　Gieson染色における所見を述べると，

丁丁より，既存の上皮の連続として，白血球浸潤層の

直下に，新生上皮が創の中心へ穿って伸び始めてい

る，創下の組織では，赤染性膠原線維束が，細く且つ

非常に削回となって，創面と並行に排列し，その聞に

多量の均質黄染性の物質が充満し，更に極めて少数の

多核白血球，少数の赤血球：及び組織球性細胞，及び少

なからざる数の，楕円形明核で胞体の細長ならざる，

幼弱線維芽細胞が介在している．なおこの聞少数の，

紡錘形～円形の，新生毛細血管の断面が見られる．な

お，創周縁部の結合織には33日後の所見におけると

同字の，維線東間黄染物質が見られる．Cyto1反応の
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所見は，多核自血球暦は：全体としては督，個，々の白血

球は十～柵，新生上皮層は±である．新生上皮下でば

十十細線維が錯綜し，新生毛細血管断面を多数認める．

創下の組織では，霧粗となった細い膠原線維束は±

で，この聞には，冊～十の線維状～網朕～均質性の物

質があり，同時に介在する幼若線維芽細胞は柵～十で

屡．々穎粒状，…毛細血管内皮±，白血球及び組織球性細

胞十～柵である．

　6日後

　創面は全く新生上皮にて覆われ，その上に白血球浸

潤層が痂皮として附着している．新生上皮では，既存

のものに比し雑種層及び穎粒層が厚いが，そのCytol

反応は上皮細胞±，細胞間隙十～甘にて，既存のもの

と大差を示さない．甲皮となれる白血球浸潤暦は縁で

ある．新生上皮の下面に平して料の厚い基礎膜様物質

があり，その下部には3毛細血管網と思える類円形室

隙に貫かれて，粁～柵の網状物質（T・B・にてM・を

呈す）及び多数の幼弱線維芽細胞があり，後者は料～

柵で屡々微細穎粒状である，血管内皮細胞は±であ

る．更にこれより内部（T・：B・にてM・を呈す）で

は，±～十の稽ζ太い線維と，十卜～冊の細い線維とが

交錯吻合しつつ創表面と並行に走り，多数の幼若線維

芽細胞を俘い，叉毛細血管網と思える多数の紡錘形室

隙を有し，前者は紐～柵で屡々微細穎粒朕，室隙壁の

内皮細胞は±である．ここにはなお，少数の紐～柵の

多核白血球も散在している．斯くて，この部は全体と

して十～朴を呈し，それより底部及び周囲の既存の結

合織線維の±と明確なる対比をなしているが，両者の

境界部では，霧粗となり樹枝状に見える十1の膠原線維

東聞へ，十～丹の上記の新生組織が入江の如く侵入し

て行っている．なお周囲の既存の結合織の一部には，

3日後における如き昔均質性物質が，霧粗となれる膠

原線維東聞に満ちている箇所が見られる．van　Gieson

染色では，Cyto1反応濃染性で，　T．B．にてM．を示

す処の再生組織部位は，黄染して，それに細い榿色の

線維が僅かに混じており，これに周囲より，赤染性の

膠原線維束が樹枝朕に入り込んでいる，

　7日後
　上述のものと大差ないが，一部なお上皮の欠けたる

所では，十卜均質なる物質が創の表面を覆い，ガーゼ片

に密着している，上皮の基礎膜は什で厚い．結合織の

再生部位では，毛細血管網と思える紡錘形室隙に富ん

だ±の物質申を，替～十の繊細なる線維朕物が走り，

十十～十で屡々微細穎粒状の多数の起呼線維芽細胞を混

じており，この部位全体としての色調は6日後のもの

よりは幾分淡い．反対にvan　Gieson染色では，6日

後のものに比し，榿色の細線維が梢ヒ増している．創

の周縁部では，新生上三下の再生結合織は殆んど既存

のものと区別し難いまでになっているが3なお，±の

線維束は正常よりも僅かに細く，且つその聞に骨の毛

細血1管下が稽ヒ多く見られる．

　8日後

　創面は全く新生上皮にて覆われ，痂皮は剥離して見

られない．上皮下の新生結合織は，＋～粁の線維と±

の線維とが互いに網状に錯綜し，その聞に，十～柑で

屡々微細穎粒朕の線維芽細胞並びに紡錘形或いは類円

形の室隙が多数に散在し，後者の内，表層に近きもの

は赤血球を満たしている．叉十の多核白血球も，線維

聞に僅かに散在している，新生上皮の基礎膜は十であ

る，新生結合織の部分は，van　Gieson染色では黄染

して，それに繊細なる鐙色の線維が多数混じており3

叉T・：B・ではM・を呈する．なおこの新生結合織と

既存の結合織との境界附近では，極めて懸粗となった

±の既存の膠原線維束の聞へ，十の新しい組織が細く

入江の如く入り込んでいる．

　9日後
　創面は悉く新生上皮にて覆われ，その厨見は上述の

ものと大差はないが，基質膜は十で薄く，新生上皮直

下の部分ぱ甘に濾染し，強拡大にて見ると，創表面と

恥く並行に走る什の線維と僅かの±の線維とが錯綜

し，その聞に多数の，什で屡・々微細穎粒状の綜維芽細

胞及び紡錘形並びに類円形室隙が介在している．この

部は，van　Gieson染色では黄染し，　T・B・ではM・

を呈する．この部と親存の結合織との申閲部には，創

面と略ζ並行に走る±の稽ヒ細い線維束の間隙に，甘

の線維朕物質，什～早牛粒状の線維芽細胞及び紡錘形

室隙が介在している．この部は，van　Gieson染色で

は赤染する線維束にて占められ，室隙及び線維芽細胞

の周囲に僅かに黄染物質：を認めるに過ぎない．

　10日後

　創の殆んど全域が新生上皮にて覆われるが，なお申

央に極く・一部上皮を欠く所がある．新生上皮は，処々

内面へ向って万世駄の突起を出している．上皮はなお

厚：く，そのCyto1反応も前述のものと大差がない，

その基礎膜は甘で薄い．上皮下の新生組織では，±～

柵の線維朕物質：が錯綜しつつ略ヒ創表面に亜行に走

り，この間，極めて多数の紡錘形室隙及賜びで屡々微

細穎粒状の線維芽細胞が介在し3室隙壁の内皮細胞は
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±である．ななこの部ぱ，van　Gieson染色では難色

～淡赤色の細線維が多数錯綜し，T・：B・ではM・を呈

する．

　13日後

　創部に再生せる結合織の部分は，周囲の既存の結合

織に比しCyto1反応上濃染して，肉眼的にも明確に

識別されるが3簸痕性牧縮が始まるため，その謬囲は

かなり狭くなっている．鏡検するに，粁～十の線維朕

物質が錯綜しつつ創面に並行に走り，その聞，多数の

紡錘麹室隙及び粁の線維芽細胞（穎粒は明瞭ならず）

が散在し，表層附近の室陸中には赤血球が満ち，深部

のものは多くは室虚であるが時々不定形の褐色物質を

入れている．室隙壁の内皮細胞は±であるが，深部の

ものでは時に褐色穎粒を満たしているものもある．上

皮の基礎膜は十～十十で薄い．T・：B・では，この部の細

胞間物質はM・を呈し，H・前処置によりそのM・は

阻止される．一方Cytol反応に対しては，　H・前処

置により，何らの影響も認められなかった，なおこの

頃より，肉芽組織申には，多核白血球や組織球性細胞

は殆んど認められなくなる．

　17目後

　新生上皮’下に薄く十の層があり，これを彊拡大にて

鏡検するに，±～十の稽ζ太い線維朕物質が錯綜し，

その間に，紡錘形室隙及び細長形の線維芽細胞が多数

散在し，前者は時，々下智粒を含み，室隙壁の内皮細胞

は±である．室隙内には赤血球を含むものもあるが，

多くは室虚である．van　Gieson染色では，淡赤色の

梢ぐ太い線維が錯綜している，これより深部，しかし

創の周縁部では表層部においても，既存の膠原線維束

よりも梢こ細い土の線維束が錯綜し，その聞に毛細血

管が正常よりも稽ζ多数に詔められ，その壁は什であ

る．van　Gieson染色では，この部は著明に赤摩する・

　21日後

　押部に再生ぜる結合織は，なお周囲のものよりも梢

ヒ濃染のて明瞭に識別されるが，搬痕性牧縮のために

かなり狡くなっている．鏡検：するに，十のかなり太い

線維が錯綜しつつ創表面に亜行に走り．この聞に多数

の紡錘形室隙があるが，この室隙の周縁部は甘に濃染

していることが多い．而して屡々その内側には更に，

±の内皮細胞が見られる．室隙及び内皮細胞申には，

褐色顧粒状物質が見られることがあるが，このものの

Cytol反応は陰性である．多数に散在する，極めて細

長なる線維芽細胞は十で，屡々里並1伏を呈している．

van　Gieson染色では，この部は淡赤色を呈し，唯蹴

維芽細胞及びその周縁だけが細長く黄染している．

T・：B・では，この部は淡いM・を呈する・新生上皮

は椙当に薄くなり，周縁部では既に毛根嚢が出来てい

る．斯かる所では上皮下の結合織も既存のものと殆ん

ど区別がつかないが，唯膠原線維東がなお僅かに細

く，その聞に毛細血管を含む甘物質が梢ヒ多いようで

ある．van　Gieson染色では，勿論正當部位と殆んど

同じに赤染している．

　31日後

　対照たる正常の皮膚部位と全く変らない迄に修復さ

れる．

　（C）総；括並びに考按

　：茂木67）等は創傷肉芽組織を，第1暦或いは滲

出暦，第2暦：或いは肉芽組織暦，第3暦或いは

結締組織暦，第4暦或いは反応暦と分って記載

しているが，私の実験では，創が小且つ浅表で

断つたために，第1及び第2暦は著明に出現し

たが，その他の暦はあまり明瞭でなかった．

　しかし乍ら私はこヒに，前記実験成績より，

この際の創傷の治癒過程を次の4期に分って考

えて見たい．即ち

　第1期：作創後短時聞に多核白血球浸潤暦即

ち第1層が形成され，その下では結合織が髪粗

となり，その間隙中に十十～十の均質なる物質が

増加し，多核白血球や組織球性細胞も多少遊走

してくる，第4日までがこれに当っている．

　第2期：第1暦の下方では，膠原線維束は：更

に排列が極めて懸粗となり，什～十の均質性物

質が多：量に出現し，とれが次第に什～柵の繊細

なる線維ナ伏を呈するようになり，同時に，厚し

い数に増殖せる柵～什の穎粒を含む幼弱線維芽

細胞が認められ，又毛細血管網が発達し，新鮮

肉芽組織即ち第2暦を形成してくる．一方，第

1門下に，創の辺縁部より表皮の新生が始ま

る．第5日前後がヒれに当っている．

　第3期：第；1暦の下方に新生せるCytol反応

濃染性の繊細なる線維歌物は，創の深：部及び周

縁部より次第；に太くなり，Cyto1反応が減弱し，

同時にvan　Gieson染色における赤墨性線維が

次第に増してくる．一方，表皮の新生は急速に

進行して覆い審し，すると第1暦は痂皮とな
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り，やがて剥離する．表皮の基礎膜は，最初は

厚いが漸次薄く正常なる幅となる．第7～11日

がこれに相当する．

　第；4期：前期における変化が釜々進行し，同

時に疲痕性理縮が起り，線維芽細胞も漸次細長

にして原形質少なく，Cytol反応濃染性穎粒も

亦少なくなり，毛細血管も漸減し，その内容も

室虚となり，時折散見された＋～甘の多核白血

球や組織球性細胞も溝失する．表皮は最：初動か

ったのが漸次薄くなり，途に毛髪を生じ，約1

カ月にして，正常の皮膚と全く区別されないま

でに至る．第14～32日がこれに相当する．以上

の過程を通観するに，皮膚の欠損部における結

合織の再生に際して，先ず創部の結合織が浮

腫朕或いは更に多少出血性となり（第1期），

Cyto1反応陽性三選を含む幼弱線維芽細胞及び

細胞壁Cytol物質が増加し，後者は間もなく

細線維欣となり（第2期），次いでこのものは漸

次太くなると共にCyto1反応性を減1），同時

に，van　Gleson染色では，最初黄染していた

ものが，Cytol反応と逆比例して赤染度を増し

てくる（第3期）朕態が極めて良く認められ，

而もこれら：第；2，第3期における細胞間Cyto1

物質は，T．B．にてM．を示し，　H．の作用を

受けるのである．第2期の初めに増加せる細胞

聞Cyto1物質は，ムコ多糖類を主体とせるも

のであり，それは線維芽細胞のCytol反応陽

性穎粒が移行したものと考え，ヒのムコ多糖類

性細線維にCyto1微弱反応性の膠原物質：が添加

しつつ左右連合し，太さを増し乍ら漸次膠原線

維が形成されていったと考えるならば，線維芽

細胞に関するGersh＆Catchpole（1949）25）の

解読や，丘br　illogeneslsに関するMeyerの読26）

と思い合せて，極めて興味深V・ものがある．な

お：第1期に増加せる線維束聞Cyfol物質は，未

だ細胞の増殖がなく，T．：B。にてもM．を示

さす，従って勿論H．作用も受けないので，恐

らく滲出に基く血漿成分を主休とせるものであ

ると思う．同じく第；1期におや・て，屡々白血球

浸潤層直下に，或いは殊にヒの暦のない場合に

創表面に見られる，旨旨～膜檬のCytol物質も

亦，血液成分に由来するものと思われる．第1

層の多核白血球が強い陽性を示すことは，前に

も指摘した通り，遊走細胞としての機能に関係

しているものと思う．組織球性細胞の陽性反応

も亦同理である．新生表皮の基礎編が，最初正

常のものに比し厚いのは，Gersh＆Catchpole

25）によれば，基質の重合度がなお低い状態であ

るという．

　（4）結論

　1）線維芽細胞殊にその幼弱型は，著明なる

Cytol反応陽性穎粒を有し，それは結合織基質

の成分に移行するものであると解釈される．

　2）結合織線維のi新生に際しては，先ず結合

織の基質物質が貯えられ，これを主体とせる繊

細なる線維が出来，とれに膠原物質が逐次添加

しつつ左右連合して太くなり，基質物質と膠原

物質と両々相待って形成されてゆくが，との場

合両物質の供給者は線維芽細胞である．しかし

異物性炎症における結合織薪生の如く，局所の

一旦depolymerizeされたる基質並びに膠原物

質のrepo1アmerizatiOnにより，線維群生の第；1

階程が始まり，次いで線維芽細胞の活躍下に，

とれが弧化されてゆく；場合もあり得る．

　3）組織への遊走細胞（白血球，組織球性細

胞，異物亘態細胞）は，その活性に関町して，

種々の程度にCyto1物質を含むものである．

　4）新生結合織は，旧きものに比し，基質物

質に富んでX（ると考えられ，従ってCyto1反応

もより張く現われ，T．B．では明瞭なるM．を

示した．H．前処置により，M．は阻止され，

Cytol反応は影響が認められなかった．

　〔附〕心筋疲痕のCyto1反応について

　敢室保管の心臓（ホルマリン或いはカイゼルリンク

氏液固定）及び新たに4％塩基幌酷酸重液にて24時

闇，次いで10％中性ホルマリンにて24時聞固定せる心

筋よ：り，パ切片を作製し，鐘検：により前者より8例，

後者より1例の心筋二二を選び，型の如くCytol反

応，H・E・染色及びvan　Gieson染色を施した．

　所　見

　全例共大同小異の所見で，心筋線維が種汝の範囲に
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亘って消失して，代って結合織の増殖が見られる．そ

こには細長なる線維芽細胞が散在しているが，血管の

塘加や細胞浸潤は見られない．van　Gieson染色では

鮮かな紅色を呈し，T・：B・ではM・を示さない・Cyto1

反応は士の程度で，心筋線維よりも寧ろ弱い．線維芽

細胞は一般に±で，稀に十～掃の穎粒賦のものがある

に過ぎない．

考察並びに結論

　私は前実験において，新生せる結合織はCytol反応

が強く，それが陳1日となるにつれて反応が減弱するこ

とを明らかにしたが，今日検査に供し得た例は何れも

陳旧なる簸痕で3ムコ多糖類性基質に乏しく，従って

Cyto1反応が弱く，また線維芽細胞も活動期を過ぎ，

Cytol物質牛歩粒を欠くものと解せられる．

11．大動脈硬変症におけるCytol物質の発現について

　（A）緒言68・42，52，61・63・69，70・71）

　動脈硬変症の組織学的研究は従来枚挙に暇なく，一

応研究し濾したるの感があるが，兎に角本質的な変化

として内膜の肥厚及び退行変性を挙げている。而して

Torhorst（1905）は，硬i変部の脂肪変性は，　Jores（1

903）等の唱えし如く，揮力線維，筋線維：叉は結合織

線維そのものの実質に起るに非ず，その実は，これら

の原画維を互いに糊着団結せる接合剤（Kittsubstanz）

に起るものにて，変性が高度となるに蔓って始めて，

上記の線維叉は細胞等に脂肪浸潤を来たすものである

とし．且つJoresの所見に反し，この脂肪変性は，再

生的結合織申にも盛んに起り得るものなることを，始

めて指摘した．その後田原（1913）は，硬変部の結合

織線維或いは弾力線維が変性に陥る場合には、最初は

その原線維は侵されず，先ずそれらの聞に存する接

合剤たる一・種の間質に，一種特有のi変i生（氷結切片

：Ham・一Sudan染色にて深青色を呈する）が起り，しか

もこのi変性と，脂肋変性のSudanによる赤色と聞に

は，あらゆる移行型が認められ，両i変性の間には密接

なる関係があることを明らかにした，しかるに近年米

国において，諸種退行性病変に際しての酸性多糖類の

発現が指摘せられ，動脈硬変症においても，内膜にお

ける酸性多糖類の蓄積が注目されて来た，

　而して私は，先に結合織の新生に際してのCytol物

質の発現につき研究し，iiRいで，これが陳旧となりた

るもの即ち心筋搬痕におげるCytol物質について調べ

たのであるが，今回は更に転じて，極めて徐々に進行

する処の結合織の増殖亜びに変性，即ち動脈硬変症に

際しての，Cytol物質の出現朕況を検：せんと欲し，本

研究を行った次第である．

　（B）実験方法

　材料は，圭として敏室保管の大動脈（ホルマリン或

いはカイゼルリンク氏固定液）より選び，他に，新鮮

なる大動脈を4％塩基性酷酸野竹にて24時聞，衣いで

10％申性ホルマリンにて24時聞固定せるもの4例を加

え，計22例につき検索した，なお梅毒性変化を有する

ものは除外した．

　（C）実験成績

　硬変性変化の殆んど認められない程度のものより，

高度のアテローム性変化を洗うものに至るあらゆる階

程のものが見られたが，一々の変化においては，重複

する点が非常に多いので省略し，ここには全例を総括

した所見を述べることとする．

　何れの例においても，主要なる変化は内膜に見られ

た．即ち内膜は種々の程度に肥厚し，屡々退行性変化

を示している．そのCytol反応所見は，比較的肥厚の

軽度のものでは，±の線維間に多数の柵の線条が走

り，そこに屡々線維芽細胞が介在している．肥厚の著

しいものでは，大小種々なる太さの±の線維東が3吻

合しつつ波打ちて表面と並行に走り，その間を満たし

て督～柵の物質が種々の量に介在している．面しで什

の所は，強拡大にて見ると，無数の繊細なる土の細線

維が，一子檬にこれを貫いて走っているように見え

る．細胞は一一般に少ないが，時・々紡錘形の細胞が柑の

物質中に埋れており，その胞体は多くは±で，時々十

～皆の細粒を含んでいる．：叉線維束聞には多数の室隙

が認められ，多くは表面に並行なる紡錘形であるが，

叉屡々，殊に深部では，穎円形を呈している．突隙の

周縁には普通，柵の無構造なる物質が種々の量に存し

てこれを縁どり，屡々更に長軸の方向に若干延びて線

条の如く見える，しかし寧ろ，柵の無構造なる物質申

に室戸が生じたといら表現の方が，より適切と思える

場合が屡々である．空隙内には，屡々1個，稀に2～

3個の紡錘形細胞が認められ，その胞体は多くは士で

あるが，死時～粁の顧粒を満たすこともある．Su　dan

m染色（氷結切片）では，空隙に一致して，著明なる

朗色を呈ぜる大小の脂肪滴の集団があり，屡々その内

部に，同檬な脂肪滴を充満せる細胞を認ある．叉室隙
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外で線維束闇の紡錘形細胞中にも，屡々二色の小脂肪

滴が充満している．更に線維束に椙下する箇所も，屡

々種々なる範囲に亘り淡榿色を呈しており，これを強

拡大にて検するに，無数の淡榿色の微細なる滴が見ら

れ，時にはその間を，繊細なる線維が簑子朕に貫いて

いるのを認める場合がある．van　Gieson染色では，

内膜は一般に淡榿色或いは淡紅色を呈し，淡燈色の部

・分は強拡大にて見ると，黄色及び淡紅色の繊細なる線

維からなる甕子朕構造を呈している．一方，淡紅色の

部分は，士の部分に一一致している．更にこれらの間

に，線条朕に或いは室隙の周縁に，冊の二合に一致し

て，黄染物質が認められる．Weigert揮力線維染色で

は，肥厚せる内膜の表層部では被染色線維が極めて少

なく，その下方では繊細なる帯紫色の線維が脚半に認

められ，深層では稽ぐ太き波打ちたる帯紫色の線維が

相当数走っているのを認める．T・：B・染色では，非染

色性の大小の大きさの譜維東間に分布して，相当墨の

M．物質が認められ，その部分に紡錘形の細胞や堅隙

がある．叉一見非染色性の線維も，これを張拡大にて

見る時は，その内に簑子様に，M・を示す多数の繊細

なる線維朕構造が認められる，以上のH・は，H・前

処置により殆んど消失する．しかし同様の処置は，

Cytol反応に対しては，何らの影響も認められなかっ

た．

　肥厚せる内膜にて著明なる退行性変化の見られる箇

所の，Cytol反応所見は，組織が籟粗となって室隙が

増加し，室学内には1～3個位の紡錘形細胞があっ

て，その胞体は十～柵の願粒状をなし，更に細胞外に

も，斯かる穎粒が室隙内に多量に敢在している．野冊

が増加すると組織は遽に網目朕となり，その網の糸に

当る部分は屡々甘～柵を呈し，網の目には前記の皆野

及び細胞が見られる．又場所により，±の線維束が稽

ヒ広き範囲に亘って消失し，代って十の細蜂窩朕物質

の断片及び粁の無構造塊朕物質の断片及び前記室下中

のものと同様の穎粒及び細胞が散在している．T・：B・

では，斯かる穎粒は濃青色を呈しているが，それ以外

の結合織部分にはM・を認める．脂肪染色では極めて

多量：の脂肪る認める．

　叉屡々，肥厚せる内膜の深部において，±の線維東

間に，帯状をなして什～十の無構造なる物質があり，

そこには多数の細小なる円形室町及び小数の稻ヒ大な

る楕円形室隙が認められ，恰も粘稠なる液朕物質申に

浮べる泡の如き観がある．叉斯かる変化が小範囲の場

合には，±の線維東間に小斑点朕に，粁の無構造なる

物質と小円貸室隙との混在が認められる．なお斯かる一

Cyto1反応著明陽性の無構造なる物質は，　H・：E・染色

では好酸性を示して膠原線維束よりは一般に濃染して

いる，脂肪染色では斯かる部分には，多量の脂肪及び

コレステリン結晶が充満しているのを認める．

　大なる軟化彙は，至体に十～±，一部皆で，多少の

色調のむらがあり，無構造或いは細顯粒状で，その内

に多数の，種．々なる方向に入り乱れたる，鏡町な槍の

穗先の如き切れ込み朕の察隙及び無数の大小の円形室

隙を認める．軟化巣周辺の小なる室隙中には，既述の

如き，十～柵穎粒及び斯かる穎粒を含む紡錘形細胞が

ある．斯かる軟化巣には，脂肪染色では多量の脂肪及

び大なるコレステリン結晶板を認める．van　Gieson

染色では，軟化彙及びその周辺の小冨隙中の二二三

二物質並びに紡錘形細胞の穎粒は，共に黄染する．

Weigert弾力線維染色では，斯かる軟化巣には門門線

維を全く認めない，T・B・染色では，大なる軟化巣の

周縁部及び小なる軟化集にはM・を認めるが，軟化集

周辺の小室隙中及び紡錘形細胞申の穎粒状物質は，濃

青色を呈する．　　　　　　　　　　　’

　或る場合には，H・：E・染色にて好塩基性の斑紋群が

認められ，薄切に際しても特殊の抵抗ありて，石灰化

と認められる部分があるが，斯かる瑳紋は，Cytol　i染

色では料を呈している．なお，申膜では殆んど特殊の

変化を認めない．即ち，線維間，殊に二二線維周囲に

柵～什の物質が多量に認められ，一般に殊に内膜に近

き側において多い，この物質は，T・：B・では著明なる

M・を示し，且つH・前処置によりそれは阻止される・

しかし同前処置により，Cytol反応は何らの影響も認

められなかった．van　Gieson　i染色では，多量の黄染

物質閻に僅かの赤染物質が縞丁丁をなして存し，

Weigert弾力四維染色では，太い紫色の線維を多数に

認める．

　（D）考察
　動脈硬変症の際の酸性多糖類の研究は，最近米国に

おいて特に盛んとなりつつある．例えば：，H・：Bunting

and　R．：F．　White（1950）61）は，　H．前処置を用いた

M．法により，硬変に隆つた大動脈壁の，比較的細胞

に乏しい緻密な結合織内に散在せる線維芽細胞の直接

周囲に，量のよぢな恰好に，ムコ多糖類が現われるこ

とを示し，線維芽細胞はムコ多糖類を造ることが出吃

ると述べている．F．：B．：Klelly，　C．B・Taylor　and　G，

M・Hass（1952）69）は，過コレステリン血症の家兎の

大動脈に，局所凍結によって，人の老人性動脈硬変症
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に類似せる病変を起し，その際，新しい結合織成分

の，硝子檬或いはムチソ檬変性は，屡汝アテローム蓄

積と関蓮して起り，殊に老動物の再生せる内膜におい

てそ5であったとい5．S．：L　indsay，　d・：LF・Chaikoff

and　J・w・Gilmor鉄1952）63）は，犬の自然の動脈硬

変症を，コロイド鉄法により研究し，肥厚せる内膜及

び内膜襟はムコ多糖類を豊富に含んでおり，この物質

は，普通線維朕外観を呈し，内臓結合織細胞と密接に

結びついているが，或る場合にはこの動物は不定形或

いは穎粒航である．小さな内膜板はこの物質だけから

なるが，大きな板では，深部は普通波打つた膠原線維

を含んでいる．即ち，膠原線維は，細線維状のムコ多

糖類に取って代りつつあるように思える．睾丸性H・

による前処置をなすと，内膜のムコ多糖類は著しく減

少した．結局，内膜における最も一期の変化は，ムコ

イド性基質の蓄陵と関連した線維芽細胞の増殖であ

り，一方脂肪は，この段階では傷害部に認められず，

従って早期病変の発生とは何らの関係もないと強調し

ている，即ち，ムコイド物質が，良く形成された膠原

線維にて置き換えられることが，犬の内膜板発生の明

瞭なる特徴であり，大きな内膜板で四劫見られる層状

構造は，ムコイド基質の蓄磧を俘つた綜維芽細胞の噌

殖と，それに続く膠原形成が，繰り返して行われた結

果に他ならず，叉犬の内膜板が内腔に接した表面から

発達するということは，線維芽細胞の再排列及びムコ

イド物質が膠原に分化し置き換えられることが，内部

と外部へと進行するという観察から明らかである，と

いう．更に中膜においても，ムコイド基質の相当量の

蓄績が歪般的に起るが，普通内側の部に著明であると

いう，∫．F．　Rinehart　and　L．D．　Greenberg（1950）

70）は，pyridoxine欠乏性猿に発生せる実験的動脈硬

変症のM．法による研究．で，その組織像は人の動脈硬

変症とよく似ているが，その圭たる特徴は，内膜及び

時には更に中膜におげる，M・を示す細胞聞ムコイド

物質の蓄積であり，このM・はH・前処置により減

退或いは消失する故，この物質はHアaluronateであ

るといっている．彼等の見解によれば，本疾患は最初

はその性格が変性及び増殖であり，多くの場合，脂肪

及びコレステリンの出現は職服的現象である，とい

う．C．　H．　Altslluler　and　D．　M．　Angevine（1950，

51）71・52）は，一般に結合織及び血管を侵す薫る種の

i変性（フィブリノイド，硬変性，硝子襟及びアミロイ

ド物質の形成等）の早期において，酸性多糖が造ら

れ，その際必ずしも細胞の層殖を必要としないことを

述べ，これらの変性が酸性多糖類との関連において起

る正確なる機構は不明であるが，酸性多糖類の化学的

及び物理的性質より可能と考えられる幾つかの反応式

を挙げている．その・一つに，

　Complex　protein十AMP（酸性多糖類の略）一→

protein－AMP　complex十】三berated　group・例えば，

　Cepha】in－protein十AM：P＿哺Protein－AMP

complex十cepha】in

という式があるが，これは大動脈硬変症におけるコレ

ステリンの蓄稜に際して重要なものであろうと述べて

いる、D・Gersh　and　H・R・Catchpole（1949）25）は，

基質の成分たる多糖類複合体がdepolymerizationを

起すと，多数の反応基が遊離し，その興るものはCa

と反応し得る．従って，軟骨或いは骨の母組織や結合

織における，生理的亜びに病的Ca沈着に際しては，

その部の多糖類複合体のdepolymerizationが，賜る

一定の水準に達することが先決であると解している．

　さて私の研究1こおN（ても，Cyto1物質は相当

広範雑多なる分布を示しているが，ヒれが発現

の機講に関しては，これら先進の業績並びに私

の既述の研究を参考として，次の如き解釈を下
し亀たV・．

　先ず内膜肥厚の軽度の場合において，±の線

維東間に，屡々線維芽細胞を件つた帯の物質が

線条檬に走っているが，～写れは硬変症の極初期

における結合織増殖の第1段階として，線維芽

細胞により，盛んにムコ多糖類性基質成分がそ

の周囲に造られつつある時期と解せられる．次

いで，内膜の肥厚が漸次著明となりたる例にお

ける所見は，この基質が逐次膠原線維の新生に

よって置き代えられつつある像と解せられ，そ

れは丁度，前述家兎の皮膚の切除創の再生実験

における創周縁部の組織像と類似している．而

して，との時期において既に，内膜の深暦より

退行性変化が始まり，肥厚が誤る程度以上に達

すると，結合織の増殖は最早殆んど停止し，專

ら変性的組織像が支配するに至る．即ち，一般

に変性の軽度である表台部では，先ず線維芽細

胞及び基質に脂肪が現われ，それは普通群集し

て紡錘形室隙を占めるに至る，退行性変化が更

に進行せば，既成の膠原線維にもCyto1物質が
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増加し，次いで脂肪が現われ，崩壌が起る．同

様に線維芽細胞内にも，脂肪が現われるに先立

ちてCyto1物質が現われる．而してとれは幼弱

線維芽細胞のそれとは別の意味を有するものと

解せられる．かくて，Cyto1染色標本において

は，組織は濃淡せる網島を呈し，その聞に濃染

性血目．及び同様の穎粒を含む細胞が認められ

る．なお，後者には，線維芽細胞の他，変性集

へ遊走せる組織球性細胞のCytol物質を貧適せ

るもの或いは自ら変性に陥れるものも相当にあ

るものと考える．叉ヒの場合，脂肪変性の軽度

な部分は，細蜂窩欣或いは下構．造塊歌のまま濃

染している．更に，肥厚せる内膜の深部におい

て屡々淡染性の線維東間に，無構造なる濃染帯

が挿入され，そとに多数の円形細隙を認める

が，ヒれは退行i変性に陥った局所に，牛液状粘

稠なるCyto1物質が溜まり，その内に脂肪滴が

浮游せる像と解する．大なる軟化巣において

は，Cytol反応に濃淡のむらがあり，小なるも

のよりも反応が弱いように思えるのは，結合織

のi変性に際して現われたCyto1物質が，軟化即

ちdepolymerizatlonの進行により，拡散して逃

げ易くなったためと解せられる．石墨化部位

に一致してCyto1反応が強いのは，　Gersh＆

CatchPoleの説の如く，Cyto1物質の蓄積及び

そのdepolymerizationによる多数反応基の遊離

と，石町沈着とが密接なる関係にあることを物

語るものである．変性に際して増加せるCytol

物質が，脂肪化か，石．友化か，或いはそのまま

軟化崩壌するか，何れの運命を辿るかは，更に

他の諸要約によって定まるものと思われる．退

行性変化が，一般に内膜の表暦よりも深暦に強

いのは，S。　Undsay　et　al　63）の説の如く，；硬i変性

内膜板が内腔に近V・表暦より発達するので，邊

行性変化も選挙檬の順序で，旧N（組織から新し

い組織へと進行する結果であると考えられる．

　（E）結　論

　大動脈硬：i変症に際しては，Cyto1物質は，可

成り広範雑多なる分布を以て出現するが，それ

を出現の機構上より，増殖的意味において，線

維芽細胞より産出されるものと，組織の退行性

変化に件って現われるものとに分たれる，後者

は更に，そのま・まdePolymerizatlo11が進行して

軟化崩領する場合と，脂肪化或いは石友化が現

われる場合とに分たれる．何れにせよ，動脈硬

変症の発生上，Cyto1物質は終始重要なる役割

を演じているものである．

III．急性紅斑性狼瘡の1例（諸種臓器の組織学的所見，

　　　　　特にCytol物質の発現分布について）

　（A）緒　言

　急性紅斑性狼瘡に関しては，その病因論は勿論，そ

の病理解剖学的特徴に関しても，なお研究すべき点が

多々あるのであるが，最近Klemperer（1950）22）23）等

は，本症を彼等の所謂di伽se　collagen　diseaseの概

念の内に含めて，その結合織基質における変化に注目

した，一方Gersh＆Catchpole（1949）25）は，結合織

基質の構或分として糖蛋白体を重恥し，その変化を

追求する手段として，McManus（1946）のPeriodic

acid－leucofuchsin法2）3）を推賞している，　Altshu】er

＆Angevine（1951）52）は，同法により，結合織の変

化に際してのAcid　Mucopo！ysaccharideの態度を研

究し，同物質が漿液性炎症の後期において極めて屡々

発現し，叉フィブリノイド，硬変性，等等檬及びアミ

ロイド物質の形成に関係すること等を指摘し，播種性

紅斑性狼瘡に際しても発現するといっている．

　私は今度，臨床的に典形的なる急性播種性紅斑性狼

瘡の剖検：例（草○き○え，23歳♀）に悪まれたので，

その病理的組織学内所見，殊にCytol物質の病態につ

いて検：噛した結果をここに報告する．なお標本はホル

マリン固定後，パ切片とした，

　（B）組織学的所見並びにCyto1反応所見

　臓器毎に，先ずH・E・染色所見を，次にCytol反

応所見を記述し，Cyto1反応陽性度の，常態との比較

は括弧を以って示すこととする，

　心筋　筋線維には著変はないが，梢ζ大きな

静脈の内皮細胞下の組織が肥厚し，Eos．に淡

評せる無構造勢門物質が増加し，一部Eos．に
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特に濃染する無構造の物質（恐らく線維素）が

浸淫し，とれらは筋暦にまで及んで，その部の

筋層は薄い．ヒの肥厚部では，細胞成分は少な

く，少数の線維芽細胞及び極少数の小円形細胞

がある．周囲では線維芽細胞が増している．：叉

矛際大きな動賑においても，内膜の著しく肥厚

せるものがある．

　Cyto1：静脈の内皮下に増殖せる無構造膜様

物質は＋で，幾分線維檬構造を示す．線維素様

物質は甘，動脈の内膜の肥厚せる部分は什～柵

の網状を示す（増）．

　腸粘膜下局梢ζ浮腫性，その旧著変なし．

　肝臓　実質では，小葉の中心帯より中間帯に

かけて広範なる脂肪i変性があり，且つ全体に多

少結合織成分の増殖を認む．なお一部に粟粒大

壊死集ありて，周囲に小円形細胞，組織球性細

胞の浸潤あり．Glisson雌臼には，小円形細胞

の浸潤が著しい．　　　　　　　　　・

　Cytol：Knp碗r氏星細胞は帯穎粒を多量に含

むものが極めて多い（著増），肝細胞＋（常態），，

壊死輿＋，浸潤せる小円形細胞は陰性（常態），．．

浸潤せる組織球性細胞は＋＋～冊の顯粒を多量に日

含む（増）．

　胆嚢　細動脈壁梢ζ肥厚，その旧著変なし．

　膵臓著変なし．

　Cytol：所謂酵素原顯粒及び分泌毛細管の内

容は柑（常態），輸出管の円柱上皮は辮（著増）

を呈し，屡々著しく剥離す（カタル性変化）．

　肺臓　広範且つ禰漫罵に，充血，浮腫，多核

白血球並びに大型円形細胞の浸潤，出血等の肺

炎像あり，叉限局性に，淋巴球国軍円形細胞の

集団ありて中央は壌死に陥っている，

　Cytol：多核白血球十～十十で，屡々珊の微細

穎粒を有し，甚だしV・場合には細胞全体として

柵に見える（著増）．大型円形細胞は柵の微細耳

蝉を多量に含む（著増）．限局性壊死部は＋であ

る．

　腎臓　マルピギー小体は，大小不同で屡々萎

縮に陥る．糸男体は屡々不恰好なる変形（所謂

wirelooP　lesion）を爲し，屡々：Bowman嚢と癒

着し，叉：BOWman嚢は屡々著しく肥厚してい

る．細尿管は変性に陥り管腔は広くなっている

が，それは殊に主部において目立っている．叉

皮髄の界を中心に，粟粒大の限局性病母散在

し，小円形細胞，線維芽細胞の浸潤を認め，変

化が高度で秒針頭大の大きさに達せるもので

は，中心部に，梢ミ好塩基性で硝子檬透明鋼構

造の物質塊あり，その周辺は壊死に陥り，更に

その外廓は結合織性となり小円形細胞の浸潤を

認める．なお，梢ζ大なる動脈におV・て，内膜

の増殖性肥厚を示すものがある．

　Cyto1：糸柳体壁の細胞は＋のものもあるが，

多くは柵の微細穎粒を多数に含んでおり，甚だ

しくは糸剛体蹄係の一部が全体に禰漫性珊を呈

して見える場合がある（著増）．Bowman嚢は，

上皮は＋，基礎膜は柵（常態）で肥厚せる部分

（結合織性）は概ね十～什である．細尿管の上皮

は，主部においては，原形質甘，小婦縁柵で，

その他の部では十（常態），細尿管の基礎膜は柵

である（常態）．限局性病巣部では，H．E．染色

「における硝子檬透明無構造の物質塊には，柑の

線維素様構造を認め，周辺の壊死部十，小円形

細胞士（常態），線維芽細胞什で屡々柵の微細顯

粒を含む（増）．動脈の肥厚せる内膜には，多量

の柵の物質がある（増）．

　卵巣　血管内膜は屡々著しく肥厚し，朴～柵

を呈す（増），その他著i変なし．

　皮膚　一一般に血管周囲に小円形細胞の浸潤あ

り，血管腔には屡々血栓を認め，血管壁は結合

織性に肥厚しているヒとがある．

　Cytoh乳乳下の毛細血管にて壁が柵を呈す

るものがある（増）．血栓柵．

大脳及び小脳　著i変を認めす．

　Cyto1：紳経節細胞殊に錐i体細胞は辮の細鱗

粒を種々の：量に含む（増）．小円形箪核のダリア

細胞は，屡々核に接して柵の物質を多量に含ん

でいる（著増）．毛細血管及び前毛細血管の壁

は，膨化肥厚してCytol物質が増加し，殊に

内皮細胞は屡々柵の微細顯粒を多量に含んでい

る（著増）．
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　甲欺腺，著変を認めす．

　副腎　全般に聞質結合織が増加す．叉被膜の

紳経及び血管の周囲に小円形細胞の浸潤を認め

る．

　Cytol：皮質細胞は，＋なるもその間に屡々

濃淡の差異あり，殊に歯面暦の細胞では，核に

接して屡々柑の微細細粒群を認める（著増）．髄

質の細胞は，やはり＋＋で，屡々上記同様の柵の

穎粒群を認める（著増）．被膜に浸潤せる小円形

細胞は十（増）である．

　脳下垂体　著変を認めす．

　Cyto1：前葉におv・ては，主細胞及び好酸性

細胞士～陰性，好塩基性細胞は柵～＋の細顯粒

を多量に含み，その程度には，僅かに数個を含

むものより，細胞全体に柵を呈するものまで，

色々の段階がある．聞質の結合織は甘～十であ

る．屡々細胞輿の中心部に，中葉濾胞の類膠質

と同様の，柵の物質の小塊を認める．申葉で

は，濾胞中の類膠質｛ll｝，後葉では結合織であ

る．（以上すべて常態）

　脾臓　全般に組織が懸粗で淋巴細胞に乏し

く，淋巴濾胞も甚だ少ない．落度のヘモヂデリ

ン沈着症あり．中心動脈の外膜結合織が増殖

し，内膜も肥厚している．その他，限局性の観

照頭大壊死輿あり，その周囲では僅かに結合織

が増殖している，

　Cyto1：淋巴球土（常態），細網細胞は＋で屡

々柵の微細穎粒を多量に含む（増）．細網線維は

±～＋（常態），梁材，血管外膜等の結合織線維

＋（常態），肥厚せる動脈の内膜柵（増），壌死巣

什である．

　（C）総括並びに考按

　急性紅斑性狼瘡に特異なる病理組織学的所見として

は，今日迄確立されたるものはなく，臨床的に典型的

なる例においても，組織学的には特微ある変化がな

く，漠として捉えどころのないこともあるといダ2）．

近年：P・K】emperer（1950）22）23）等により，リウマチ，

リウマチ襟関節炎，多発性関節炎，急性紅斑性狼瘡，

広汎性皮膚硬化症，皮膚筋炎等の雑多なる疾患の根底

に横たわる共輻的な基礎病変として，結合織の汎発挫

i変性，就申その細胞間物質の著明なる変性が強調さ

れ，この点を形態学的特微とした急性或いは慢性疾患

群として，上記をco】lagen　diseaseなる名称で総括す

ることが行われている．この間，結合織の細胞間物質

概究は，組織化学的方法並びに分離技術により熱心に

研究されて来たが，その結果，結合織の細胞閻基質の

主成分は糖蛋白体であることが明らかにされた2り．糖

蛋白体の組織化学的証明法の申，最も直接的旦つ鮮明

なる点において優れているのは，過沃度酸によるグリ

コール開門反応を応用せる，Mc　Manus（1946）2）の

方法及びこれと同一原理に基づく教室のCytol反応

1）であろう．急性紅斑性狼瘡の場合の，各臓器の病理

組織学的変化を，糖蛋白体の組織化学を通じて群細に

研究報告せのものは，未だこれを見ないが，Altshuler

＆Angevine（1949）42）は，フィブリノイドの形成に

関する組織化学的研究においてこの疾患を取りあげ，

病変のある皮膚，辮，漿膜表面，限局性襲死集，糸毬

体，血管壁，神経等に，酸性多糖類が現われることを

報じている．以下，私の得たる所見を総括し，若干の

考察を試みることとする．

　1）血管壁の肥厚並びに変性は，従来も本症におい

て屡々指摘されている所であるが42）72）73），本例にお

いても，腎臓，心臓，脾臓，卵巣，脳及び皮膚の，物

静脈或いは毛細血管の壁に，肥厚：及びCyto1物質の

増加が認められる．

　2）皮膚の変化は，本症における最も特微的なるも

のの一つであり，従来，眞皮における，細胞浸潤（主

に血管周囲）及び肉芽，結合織の水腫，肥厚，均質化

その他のi変性，増殖性血管内膜炎，上皮の変性等が記

載されているが72）73＞，私の例ではあまり多彩的なi変

化は見られなかった，これは，或いは採取の場所及び

時期にもよるのであろう72）．

　3）腎臓の変化も屡・々注目せられ，殊に糸毬体四丁

の所謂Wireloop　Iesionは本症に特異とさ：れているが

73）74），本例において込多彩なる変化が認められた．

　4）肝臓の星細胞，腎臓の壊死巣周辺の線維芽細

胞，脳の毛細血管内皮，肺炎集における大円小細胞及

び多核白血球，脾臓の細網細胞等，貧喰能のある細胞

ほ何れも多量：のCyto1物質穎粒を含んでいるが，こ

れはGersh＆Catcllpole（1949）25）カミ述べている如

く，線維芽細胞以外のものについては，結合織基質，

細胞頽敗物等に由来する組織糖蛋白体の“removal

and　disposa1”の像であり，線維芽細胞に関しては，

彼等のいろ如く基質或いはその分解酵素の分泌像とも

考えられるが，叉一部は恐らくは組織多糖類の負喰像
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とも見られ，何れにせよこれら細胞の生理的活動性が

極度に高まっている状態の現われである．

　5）脾臓における脂肪変性は，物質代謝障碍として

現われて事例の死因となったと考うべく，他の報告例

にもこの変化が見られる73＞．

　6）本例における著明なる合併症の一つとして肺炎

が見られ，肝臓，腎臓，脾臓に於ける粟粒壊死彙はそ

の転移と考えるべきであろう．叉これら壊死組織が，

Cyto1反七十～丹を呈し，殊に腎臓の壊死巣に見られ

るフィブリノイド様構造がCyto1反応柵を呈してい

るが，このことは，Altshuler＆・Angeoine（1949，51）

42）52）の指摘した処の，（1）酸性ムコ多糖類はフィブ

リノイドその他の変性物質の形成に関与する．即ち，

KnepPer，　Schade，　Koller　and　Leuthardt等によれ

ば，襲死部のpllはアルカリ性に傾いているので，

ここのアルカリ性蛋白との結合による酸性ムコ多糖類

の沈降が，フィブリノイド形威の本質であろう．とい

うこと，（2）酸性ムコ多糖類は，そのエネルギー代

謝の特写が，糖分解の増加にあるような処に生じ得

る．例えば，腫瘍，胎生期及び炎症部の組織は，斯か

る代謝上の特徴があり，酸性ムコ多糖類の増加を来し

得る組織であるとい5こと，等を考慮に入れれば理解

される．

　7）内分泌臓器たる副腎には，当然何らかの変化が

期待されるのであるが，H・E・染色では四隅を認めな

い．しかるにCytol反応においては，実質細胞に彊

陽性穎粒が著明に増加していることは，注目されてよ

い。

　8）本極は臨掌上，所謂脳症状（痙攣発作，意識薄

濁，誰語，痴呆朕態等）を呈したにも拘らず，大脳及

び小脳には，H・E・染色にて著変を認めない．しかる

にCyto1反応においては，錐体細胞及びダリア細胞

に強陽性物質が増加し，叉毛細血管壁においても変化

が認められることは，注目に値する．

　9）膵臓においては，Cyto1反応によれば，輪出管

の円柱上皮にCyto1物質が著明に増加し，且つその

剥離像が明瞭に認められ，Cytol反応がカタルの発見

に歪なることが：わかる．

　10）その他，何れの臓器においても，H・E・染色よ

りもCytol反応の方が，変化が多彩且つ明瞭であり，

従って病変の発見に便利である．

　11）Hargraves等の所謂：Lupus　erythematosus　celI

及びKlemperer等（1950）74）の所謂free　hematoxy－

1in－stained　bodiesは，本例では見られなかった．楠

原等（昭25）72）の例でも認められていない．

　（D）結論

　膠原病の一つである急性紅斑性狼瘡の諸臓器

のCytol反応を，組織化学的に検索し，興味

ある所見，就中若干の新知見を得た．一般に，

本症の臓器の組織学的検査には，H．E．染色よ

りもCyto1反応（Ham．による核染色併用）の

方が，病変の発見に便利である．

IV．結核性病変のCytol反応について

　結核性病変におけるCyto1反応の系統的研究は，

未だ文献的記載がないので，今度これに関して検索し

た結果を，報告する．

　1．淋巴腺結核のCアtol反応について

　（A）実験成績

　手術的に摘出せる入の淋巴腺を，ホルマリン固定，

パ切片として，各種染色を施し，検索した．その所見

は，全例（10例）共，増殖性結核性病変であるが3線

維の増殖の程度，結核結節の愚母，残存せる淋巴組織

において見られる変化等に，夫々多少の差異は見られ

るが，これらの病変におけるCyto1反応の現われ方

は，各例共原則的に一致しているので，緊を避けるた

め，ここには総括的所見を述べ，各例毎の記載は省略

する．　　　　　　　　・

　先ず，結核結節の主体をなしている類上皮細胞につ

いて述べれば，多くは，細胞体は星芒朕をなして多数

の細い突起を三って互いに連なり，細網組織檬排列を

示し，そのCytol反応は，辛弓じて呈色する程度の

±の背景申に，続～柵の極めて微細なる穎粒を種々の

量に含んでいる．この類上皮細胞聞の網の目白に，少

数の淋巴球が混じているが，そのCyto1反応は普通

±である．

　類上皮細胞群中に，多数の突起を以ってこれに密に

蓮なって，ラソグハンス亘態細胞があり，胞体は微細

穎粒状をなしているが，そのCyto1反応は，類上皮

細胞同檬，±の背景申に，極めて微細なる冊穎粒を種

汝なる程度に含み，その量：は一般に類上皮細胞より精

ヒ多いようである．
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　類上皮細胞群の周囲には，van　Gieson染色にて赤

回する膠原線維が輪朕にこれを取り囲み，或る程度そ

の内部まで這入り込んで細胞の突起と重なり合ってい

る．大なる結節では申心部が乾酪化し，その周囲に

類上皮細胞層が出来ているが，その吏に外側を，van

Gieson染色にて慰種する太い膠原線維の層が取り巻

隔ており，これより同襟の細い線維が類上皮細胞暦中

へ這入り込んで，これを幾つかの群に分けて輪朕に取

り囲み，乾酪化部位との境界において再び密なる線維

暦を形成している．而してこれら膠原線維のCytol反

応は，何れも十十である．なおこれらの線維は，最後者

を除き，何れも線維芽細胞を俘っているが，多くは

Cyto1反応標本においてその原形質を他と識別するこ

とは困難である．

　乾酪化巣は・トトを呈して不整穎粒朕構造を示している

が，一般に罪なる乾酪化榮の中心部は，その周縁部及

び小なる乾酪化巣に比し，陽性度が稽ヒ劣って見え

る．乾酪化巣の周縁部で，これを取り巻く膠原線維層

と接する部分では，屡々柵の部分があり3その構造

は，恰も紅の天鳶絨の紐切れを連ねたる如く，普通の

膠原線維よりも一般に太く且つ輪廓が幾分不鮮明で，

而も周囲の膠原線維とは連続を保っており，謂わば

膠原線維が膨化融合したかの如き感を与えるが，van

Gieson染色では，黄色を呈して，乾酪化巣外周の膠

原線維の赤平がこの部に至って消失している．叉場合

には，このものが突堤の如く乾酪化町内へ這入り込

み，これより更に深く，柵の多数の繊細なる線維状物

が，皆目の如く這入り込んで分岐紛合しているが，こ

れをvan　Gieson染色で見ると，輪廓の鮮明なる繊細

なる赤恥性の線維が，このCyto1反応柵，　van　Gieson

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄染性の線維干物に俘って這入り込んでいるが，途中

で消失するか或いは赤色調が薄くなっている場合が多

い．以上の柵の線維朕物には，何れも線維芽細胞を認

めない．

　Bielschowsky鍍銀法では，大体膠原線維のある所

には銀線誰も密に認められ，また淋巴組織申の格子朕

線維も現われている．類上皮細胞層には繊細なる線維

が現われており，乾酪化巣の周囲では屡汝それが密に

なっている．乾酪化渠の内部では一般に銀線維は現わ

れず，微細粒引解呼びに塵埃朕に銀の沈着が起きてい

るが，乾酪化巣の周縁部では屡々銀線維を認めること

がある．前記の，乾酪化集周縁部の紐切れ野物或いは

突堤上の，及び内部の帯目撃の，柑の構造と，銀線維

との関係は明ちかではないが，強いて決定せば，位置

的関係が略ミー致しているというべきであろう．

　小なる結節では，屡々その申心部に膠原線維が増殖

し，その一部が既述の如く膨化融合せる如き像を示し

ているが，後者は柵で，線維芽細胞は俘っていない．

　結核結節以外の，淋巴組織の残存せる部分を見る

に，勿論標本により著しい相違があるが，或いは繊細

にして細網状に紛合せる，或いは太くして略ζ興行に

走る，何れも甘の線維の増殖が認められ，後者はvan

Gieson染色にて赤黙して膠原線維に相当するが，前

者は同染色にて赤染するものもかなりあるが，その色

調が淡いか或いは全然赤解せぬものも多数にあって，

Bielschowsky鍍銀法の所見とも比較するに，多くは

細網線維に合致し，一部は細い膠原線維であると考え

られる．太い膠原線維に俘って，線維芽細胞が椙当に

見られるが，その原形質は識別し難く，Cyto1反応の

強い穎粒は堅められない。淋巴球は殆んどすべて小淋

巴球で，核の周囲に極めて淡染する±の原形質を僅か

に認めるが，時にはここに柵の細穎粒を含むものもあ

る．而してこの穎粒は場合により非常に沢山見られる

ことがある．例えばNo・65においては，多数の小淋

巴球において，狡い原形質中に十～柵の細事粒を多数：

に含むのが明らかに認めらり，更に中野巴町において

も粁～柵の細穎粒を多数に認める．殊に乾酪化野の附

近では，淋巴球中に柵の堅肥或いは小滴を多数に含ん

だものをかなりに認める．その他，細胞体が更に大で

稽ζ不整形を呈し，細網細胞と思える細胞で，柵の穎

粒を多量に含んでいるものも，相当数散見される．

　No・65においては，膠原線維の増殖はあまり著し

くなく，殊に結核結節に穿εいて軽微である．乾酪化巣

の外周の類上皮細胞層も形成が軽度である．この層の

内側では，細網細胞の陽性度が著しく増すと共に，多

数の円形細胞中に柵の穎粒が非常に多量に見られ，そ

れが互いに融合し，乾酪化巣の内部へ進むにつれて核

の消失を来たし，遽に細胞の輪廓も浦失して，全体に

不整穎粒状を呈するに至る．No・63の一部において

も，上記同檬の所見が認められる．No・64の多数の

小結節では，類上皮細胞の細胞体及びその突起が，次

第にCyto1反応陽性度を増しつつその形が漸i欠膨化

崩壊してゆくさまがよく追求出来る．

　なお，多くの例では，血管の断面において，赤血球

に比し正常より非常に多い割合で，多核白血球を認

め，その原形質は全体的に鼎を呈し，この色調は予め

充分なる唾液作用或いは熱クロロホルム・メタノール

処理をすることにより毫も槌回しない．No・54及び
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55においては，血管内のみならず，血管外にもかか

る冊の多核白血球を屡・々認める。

　〔附〕対照として，非核結性病変を有する淋巴腺の・

Cytol反応を検したので，次に簡軍に附記する．

　No・60陰茎癌の転移による鼠腰淋巴腫．

　腫瘍細胞藁±，その内部に囲まれた壊死に陥れる部

分→七腫瘍細胞災周囲に増殖せる結合織線維十十・

　No・36化膿性乱心淋巴腺炎・

　多核白血球柵，増殖せる線維（細網一及び膠原一）

十b細網細胞±にてその内に柵絶粒を屡々多数に含

む．淋巴球は±でその内に料～野物粒を種’々の量に含

む．これら陽性穎粒は，予め充分なる唾液作用或いは

熱クロロホルム。メタノール処理を施すもも，消失し

ない．

　（B）考　察

　1）類上皮細胞並びにラングハンス亘態細胞

がCytol物質穎粒を含むのは，その貧喰機能

即ち，Gersh＆：Catchpole（1949）25）が・マクロフ

ァーゲンについて述べた所の，結合織の基質

及び細胞頽敗物に由来する，組織糖蛋白質の
‘

‘removal　and　disposc1”の像と同一に：解せられ

る．しかし前者に閃いては，その他，細網線維

形成の原料と見倣すべき場合もあるかも知れな

い．

　2）淋巴球は，生理的にも屡々著明なる

Cyto1物質を含むヒとは既述の通りであるが，

結核の場合更に一暦増加し，叉淋巴腺の箪純な

る急性炎症に際しても同檬である～二とは，この

物質の出現が，淋巴球の機能と密接なる関係に

あるととを物語るものである．

　3）細網細胞は生理的にもCyto1物質穎粒を

種，々の量に含むが，結核（非結核性炎症におい

ても同様）にお》・ては屡々一層著明である．而

してその機能的意味は，類上皮細胞と同様に想

像される．

　4）病集（結核性及び非結核性）に見られる

多核白血球が，柵を呈するヒとは，既述の如

く，その旺盛なる貧喰能の結果であると解せら

れる．

　5）増殖せる細網線維及び膠原線維は何れも

朴であるが，線維芽細胞は縛る程度発育せる膠

原線維において始めて認められ，而も著明なる

『Cyto1物質顯粒を含まなN（～二とは，淋巴腺にお・

いては，細網線維の形成には主として細網細胞

があすかり，とれが肥大連合して膠原線維へと

成る段階において始めて，線維芽細胞が関与し

てくるものと解すれば，私の今までの研究と矛

盾しなV・．

　6）乾酪化集及び転移癌における壌死部が，

著明なるCyto1反応を呈することは，一般に細

胞や組織の退行性変化に際してCyto1物質が増

加するという，私の今までの研究結果と良く合

致する．而して，乾酪化輿周縁部等における凝

固壌死の初期においては，著明なるCytol反応

を呈する塊状物質として認められ，壌死に陥れ

るものが膠原線維束である場合には，膨化融合

せる如き一種東歌の外観を呈する場合があるの

であろう．壌死物質が更に分解するにつれて，

不整顯演歌の構造を示し，そのCyto1反応度も

減退するものであろう．

　2．肺結核のCyto1反応につv・て

　（1）海狽の実験的肺結核のCytol反応

　（A）実験方法

　健康なる海狽に人型結核菌を，心臓病或いは気管内

に与え，約3週聞後に肺を取り出し，ホルマリン或い

はアルコール固定，パ切片とした，

　（1り実験成績

　全例（18例）を記載することは，重複する点が多く，

冗長の嫌いがあるので，代表的な数例につき，実験番

号，菌の与え方，固定液，病変の概要及びCytol反応

の現われ方を記載する．

　健康海狸の肺（対照），ホルマリン

　肺胞壁細胞十，しかし時に料・～榊細逃口を，稀に柵

滴を含む，毛細血管壁甘～柵・毛細血管内の血漿粁～

柵．

　A3，心臓内，アルコFル

　病変　増殖性：肺胞壁細胞の結節状増殖（粟粒大2，

細葉2倍大1，少数の亘態細胞）を圭とし，その他，肺

胞壁細胞の禰漫性1曾殖，血管周囲の小円形細胞浸潤，

　Cyto1：肺胞壁細胞は一般に十，しかし細葉性増殖

性の所では屡’々微細穎粒状十｝；互態細胞微細町勢朕

十卜，小円形細胞±～十・

　M2，心臓内，ホルマリン
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　病変　主滲出性：肺胞壁細胞増殖，著明なる充血及

び多少の漿液滲出を呈する肺胞1～2（数倍大病巣の

礪漫性撒布．その他，主として血管屑囲の小円形細胞

侵潤．

　Cyto1＝肺胞壁細胞は一・般に微細穎粒状什，而して

屡々柵粗大穎粒を，時折柵滴を含む．小円形細胞±，

滲出液十十・

　04，気管内，ホルマリン

　病変　増殖性：典型的細葉性増殖憔病巣の散在，血

管周囲の小円形細胞浸潤，その他の部位における軽度

充血亜びに肺胞壁細胞の軽度二品．

　Cyto1：主として結節周縁部の淋巴球浸潤層におい

て，柵の線維多数錯綜す．結節部の類上皮細胞並びに

結節外における肺胞壁細胞は一般に十，しかし非常に

屡々柵の微細二君を，時には小滴を含み，結節部特に

線維の錯綜せる部分において殊に多い．而してこの柵

微細穎粒は，その細胞内含量：が少ない時は，先ず核の

一側のみに偏して認められるのが普通である．剥離せ

る肺胞上皮も屡々柵の微細穎粒を含む．小円形細胞

士．

　05，気管内，ホルマリン

　病i変　主滲出幌：細葉二二朕に肺胞壁細胞壇殖，淋

巴球浸潤，著明なる充血及び多少の漿液滲出を認む．

　Cyto1：病三部肺胞壁細胞十～微細穎粒駄粁，屡々

・柵細～粗大二二を認む．しかし病巣部外では一般に陽

性度低く，普通柵二三を含まない．しかし剥離せる肺

胞上皮は屡々甘～柑微細頼粒を含む．滲出液十十・

　03，気管内，ホルマリン

　病i変少しく増殖性傾向ある滲出性病変：標本の一・隅

に，境界明瞭なる細葉大病巣ありて，肺胞壁細胞の著

明なる増殖，淋巴球浸潤及び一部に僅かの漿液滲出を

認め，標本の他側には，著明なる充血，漿液滲出及び

淋巴球浸潤を呈する，多数の肺胞大病集の撒布あり．

　Cytol：細葉性圭増殖性病巣では，肺胞壁細胞十～

微二丁粒状母七而して病巣周縁部及び回心部におい

て，屡々柵微細三田を多数に含む傾向にあり．滲出性

撒布性病巣では，肺胞壁細胞十～微細頬粒状赫なる

も，一般に陽性度が前者におけるよりも強く，且つ非

常に屡’々多数の柵粗大穎粒を含む．淋巴球±，滲出液

十十．

　（II）人の肺結核のCyto1反応

　（A）実験方法

　教室保管のホルマリン固定の肺（可及的最近の剖検

例）及び新たに剖検：してZenker液にて固定せる肺よ

り，パ切片を作製した．

　（B）実験成績

　前実験同襟，全例（20例）中より，代表的なる数例

を選び，これに対照の3例を加えて，記載する．

　S12（対照），ホルマリン

　病変：肺気睡及び軽度充血あり，炎症性変化なし，

　Cytol：肺胞壁は十なる背景中を無数の甘線維檬の

ものが錯綜して見える，剥離せる肺胞．上皮は褐色々素

及び什～珊の無定形～塵挨状のものを含む．

　Tb　2（対照），　Zenker

　病変　剥離i性肺炎：礪漫性iに，著明なる肺胞上皮剥

離，充由1等が詔められる．

　　り　Cytol：肺胞上皮は，剥離せるもの4・，しからざる

ものも，反応に大差なく，共に十～十十・

　S14（対照），ホルマリン

　病変　気管技肺炎：肺胞内一面に，多核白血球の滲

出及び線維素の析出がある．

　Cytol：多核白血球十～柵，線維素十～｛十・

　Tb　1．　Zenker

　病変　主増殖性：定型的粟粒結節カミ撒布され，大き

ざが更にその10数倍に達せるものは中心部が乾酪化

す，何れも結合織性被膜の発育良好．その他，全般に

肺胞上皮の剥離及び部分的に漿液の滲出あり．

　Cytol：類上皮細胞十フしかし粟粒結節中心部或い

は乾酪1七周辺部にて時，々甘；亘態細胞針細穎粒状～

十，乾酪化巣掃；結節周縁部の線維十b小円形細胞

±；その他，結節外では，肺胞壁細胞十，剥離せる肺

胞上皮十，時に十七回忌内滲出液十・

　Tb　6，　Zenker

　病変　滲出性：全般的に肺胞内へ，淋巴球及び組織

球性細胞の浸潤，線維素の析出，出血，肺胞上皮剥離

等が著しく，処々広範囲に亘って乾酪1七に陥り，その

周囲には被膜の形成は：なお見られない．

　Cytol：淋巴球十，時々甘～柵・組織球性細胞什，

線維素甘，剥離せる肺胞上皮粁，屡・々柵，乾酪化巣甘，

：三態細胞什・

　S3ホノレマリソ

　病変　滲出性：肺胞内或いは気管技内への，小円形

細胞浸潤，線維素の析出及び出血を主とせる，肺胞数

倍大病菓の散在．

　Cytol＝小円形細胞十～十卜，剥離肺胞上皮甘～柵，

滲出液什，線維素｛十・

　S10ホルマリン
　病変　圭増殖性粟粒結核：結節には，明瞭なる乾酪
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i変性は見られない．その他，至般に充血あり．所によ

り漿液の滲出あり．

　Cytol：小円形細胞十～±，膠原線維什，滲出液甘，

剥離肺胞上皮柵，組織球性細胞は一般に十～十十，しか

し特に滲出性傾向ある部位の結節では，屡’々珊の物質

を満たし，殊にその周縁部においてしかり．叉稽ζ大

なる結節の中心部でも，組織球性細胞は屡々広範に昔

～柵を呈している．

　S7ホルマリン

　病変　圭増殖性：多数の乾酪化巣が連なり，組織球

性細胞，亘態細胞，淋巴高等により被包される．その

他には，充1血，漿液滲出，肺胞上皮剥離等がある．病

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り変は細小気管枝を中心に起り，屡々気管枝粘膜の壊死

が見られる．

　Cytol：乾酪化郭位十～什（中心部は弱く，周縁部

は彊い．），亘三三炮二一》什微細二三：状，組織性細胞十

～Hにて屡々冊の微細二二を含む，淋巴球±～十，膠

原線維什，剥離肺胞上皮柵～H，滲出液什，壊死に陥

れる気管枝腔内に屡々・冊の網朕物質（粘液）を詔める・

　S1ホノレーマりこ／

　病変　増殖性傾向ある滲出性病変：多数の乾酪化榮

が相隣りて存し，その周囲は組織球性細胞，結合織等

により被包さる．乾酪化藁の或るものには石灰化が始

まっている．その他の部位では，充血，小円形細胞浸

二等が著しい．

　Cyto1：乾酪化榮・トト～十（周縁部にて彊く，二心部

にて弱い傾向あり），石灰化二十卜，組織球性細胞は朴

で，屡々多数の柵微細二二を含む．二三細胞は柵微細

穎粒朕～十・小円形細胞±，膠原線維十，線維芽細胞

十，しかし時汝柵微細穎粒を含む．滲出液十し剥離肺

胞上皮は多くは柵・

　S2ホルマリン

　病変　主滲出性：舖痩性に，充血，漿液の滲出或い

は線維素の析出，小円形細胞浸澗，肺胞上皮の剥離等

があり，その間，粟粒結節或いは梢ぐ大で中心部乾酪

化せる結節が散在す．

　Cytol：滲出性部位では，滲出液十十，線維素十，小

円形細胞±～十，剥離肺胞上皮替～十にして多くは多

量の冊微細穎粒を含む．結節では，稽ヒ大なるもので

は，乾酪叱部位H・，：万態細胞＋～柵微細穎粒状，組織

球性i細胞十で屡々多量の枡微細町回を含む．小円些細

三寸～十，膠原線維什，粟粒結節では，組織球性細胞

は十で半々冊微細顯粒を含み，特に結節の中心部では

屡々胞体が禰町回に什を呈し核が消失している．（乾

酪化に移行），

　（III）総括並びに考按

　1）海瞑の実験的肺結核では，増殖性病変3

例，主滲出性病変14例，混合型1例を，人の肺

結核では，主増殖性病変5例，主滲出性病変9

例，混合型6例を観察したが，海狽の肺結核と

人の肺結核，叉増殖性病変と滲出性病変との聞

に，Cytol反応に関して，本質的な相違は見ら

れなかった．

　2）組織球性細胞（類上皮細胞，肺胞壁細胞）

は，種々なる程度にCytol物質を含み，屡々多

量に達するが，就中滲出性病型の場合に著明で

あり，叉増殖性病理においても，特に結節の周

辺部，中心部，或V・は乾酪化集に接する部分に

おや・て，多く含まれる傾向にある，その意義

は，炎症産物の“removal　and　disPosa1”の像と

解せられる．

　3）ラングハンス互態細胞も，伺様の意味に

おけるCytol物質を多量に含んでいる．その程

度は，増殖型，滲出型の闇に大差を認めない．

　4）病巣へ浸潤せる淋巴球は，海狽の実験的

肺結核及び人の肺結核の増殖型では：，Cyto1反

応が軽微であるが，人の滲出型肺結核では，反

応が梢ミ彊い場合が屡々ある．

　5）剥離せる肺胞上皮は，一般に滲出性墨型

において良く見られ，多くは彊いCytol反応を

示すが，その意義は，他の組織球性細胞と同

檬，炎症産物の貧喰の結果であると解せられ
る．

　6）乾酪化集が著明に陽性を示すのは，一般

に組織が退行変性に陥るとCytol物質が増加す

るという既述の研究成績と良く合致するもので

ある．

　7）石斧化野が特に著明なる反応を呈してい

るのは，既述のGersh＆CatchPole（1949）25）の

読の如く，Cyto1物質の蓄積と六塵沈着とが特

に密接なる関係にあるととを物語るものとして

興味深v・．

　8）薪生結合織線維が，著明なる陽性を呈し

ているのは，なおその内に基質成分が優i位を占
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めている～二とを物語るものである．

　9）肺胞内の滲出液及び線維素が一般に著明

なる陽性を示しているのは，血漿の陽性反応と

同理に：解せられる．

　5．結　論

　結核：性病変におけるCytol物質の発現を詳細

に研究し，一見多彩なる所見を得た．しかし乍

ら，結核性病変というも，それを解析すれば，

循環障碍，退行1生変化，進行性変化等の複合体

として理解される如く，そのCyto1反応所見

も，組織の生理的所見と，増殖，変性等に関し

て行った既往の実験結果とに，悉く解析して理

解されるものである．

　終りに臨み，御懇切なる御指導，御校閲を辱5し，

研究資料及び記録の回心に際しては絶大なる御激励を

賜わった石川教授，亜びに終始多大の御便宜を頂いた

農協高岡病院関川・豊田・和田各博士に満腔の感謝を

捧げる．
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